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日本農業年報70

危機に瀕する日本農業
新基本計画は脱却の道筋を示しえたか

2020年4月に閣議決定された「食料・農業・農村基本計画」
を編集委員全員が食料安全保障の視点、から世界農業・東アジ
ア農業との比較を通じて明らかにするとともに、 適正な価格
形成をめぐってフランスの経験との対比、 担い手政策を軸と
して農地確保と所得支持について日本と欧州諸国の比較検討
を行っている。

編集代表 谷口 信和
編集担当 東山 寛

日本農業年報71

令和の米騒動一水田政策の行方一

農政トライアングルの崩壊と官邸主導型農政改革
安倍・菅政権下のTPPと農協改革の背景

第2次安倍政権では、 自民党農林族・農水省・農協から
成る農政トライアングルが崩壊し、 TPP締結や全中解体
のような急進的な農政改革が首相官邸主導で実現した。
その背景にある地殻変動を、 TPP参加協議にも従事した
元農水官僚の研究者が明らかにする。

作山 巧著

水田利用と農業政策 水田利用と農業政策
水田フル活用政策の歴史的性絡

和
義
夫

信
光
邦

口
藤
川

谷
安
西

表
当

代
担

集
集

編
編

令和の米騒動を総論、 第1部 令和の米騒動を分析する、
第2部 主要産地の動き、 第3部 米生産・流通の関係者
からみた令和の米騒動という多面的な視点から、 大学とシ
ンクタンクの研究者・ジャーナリスト・農業団体職員・農
業生産者・生協関係者など総勢15名が多彩に分析した包括
的な図書。

水田フル活用政策の歴史的性格
主食用米が2023年産から2024年産に切り替わる端境期
は、 全国的にスーパ一等の小売J吉の棚から 米が消え去る
事態となった。
政府は、 コロナ禍以降になって本格的に畑地利用への復
帰を推進しているが 、「令和の米騒動jはその転換の過
程、 つまりは米政策の空白期間で引き起こされた。 水田
フル活用政策について、 主に水田利用に与えた影響につ
いて、 地域性と歴史性の2面から検証した。

増加する巌用労働と
日本農業の構造

纏コ程合目撃隠 守積善事

西川郊失a藷

西川 邦夫著

1í1/1I11I11I11/11!1i I!!iil 

11111111111111111(lil!!1111111 
/l11//l11I11I/l1! 111/ I! 
! 1/ 1 /1 /11 /1111/ i I ! 1 ! 111 ! 1 ! ! ! ! ! 
11 /11 /1111 /1111/ iI i !! !i 1 i !I ! 11 

111 /1 /1 1111 /1 0111 1 1/ i I! 1 illll，' i 
1111 /llìll/ 1/1/ I! / IIi I! 111ノ
lilOlIllIll//l1 II/(/ìillil 
11 iI ! illi /11/ /1 ( 1/ ! 111 i 1 ! ì 1 (/ ( 
1/111 1/1//1/1 I/i! !!!!U 
11/1/ 1/1/111//1 1 i! l!il!開門;UI'
f 1I/IIIII/I/llIill!Ii/l!il!i!i 

増加す�雇用労働と
日本農業の構造

労働者が農業を支える仕組みが広がっている。 経営者、 家族

だけでな〈、 従業員が重要な担い手になっているのである。

①担い手の労働者を、 直接雇用に派遣や請負、 外国人を含め、

その大きさを示した。

②法人に労働者は多いが、 正規かパ トか、 キャリアアップ

はどうか、 代表的な事例を集め分析した。

③家族経営でも人を雇うことで展開を図り、 後継者が戻るな

ど、 新たな動きを紹介している。

堀口健治・津田守編著

コメ危機の深層
西川邦夫著

閏民生活に大きな影響を及ぼした「令和のコメ騒動J， 2024年

夏以降、 米価は上昇を続け、 翌年春には前年比2倍の高値を付

けた。 量販広の棚からコメが消えた。 政府備蓄米の放出など、

異例の決定にもかかわらず、 米価は高値を維持している。 コメ

はなぜ不足したのか? 流通に問題はあるのか? 生産性はな

ぜ低いのかつ 輸入や輸出はどうなる? 何より「適正価格」

はいくらなのか? 気鋭の専門家が「令和のコメ騒動」の背景

と構造的な問題を解き明かし、 日本の主食の将来を考える。

(Ql r日本農業年報70J、「日本農業年報71J、「増加する雇用労働と日本農業の構造」

は筑波書房(TEし03-3267-8599)までお問い合わせください。

。「農政トライアングルの崩壊と官邸主導型農政改革Jは農林統計協会(TEL03-

6450-2851 )、「水田利用と農業政策」は筑波書房(TEL03-3267-8599)、「コメ

危機の深層」はhttps://bookplus.nikkei.comまでお問い合わせください。
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二
六
年
度
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前
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業
構
造
転
換
集
中
対
策
を
通
じ
た
食
料安

全
保
障の
強
化」 。
二
六
年
度
予
算
と
二
五
年
度
補
正
予
算
は 、
構

造
転
換
集
中
対
策
の二
年
度
目
の
推
進
予
算
と
位
置づ
け 。
二
六

年
度
当
初
予
算
で
は
中
央
競
馬
会
か
ら
の
臨
時・
特
例
措
置(
年

二
五
O
億
円 、
四
年
間
で一
0
0
0
億
円)
を
活
用
し
て
い
る 。

構
造
転
換
集
中
対
策
の
農
地
の
大
区
画
化
等 、
共
同
利
用
施
設

の
再
編・
集
約
化
な
ど
と
あ
わ
せ 、
食
料安
全
保
障
の
強
化
と
農

林
水
産
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め 、
生
産
性
の
向
上 、
輸
出
の
促

進 、
稼
げ
る
農
林
水
産
業
の
創
出 、
気
候
変
動へ
の
対
応
等
の
関

係
施
策を
充
実・
強
化
す
る
と
さ
れ
て
い
る 。

特
集
で
は 、
二
六
年
度
予
算
ど二
五
年
度
補正
予
算
を
中
心
に

構
造
転
換 、
担い
手
対
策 、
食
料
安
全
保
障
を
検
討
し
た 。

神
山
論
文
で
は 、
政
策
転
換
を
に
ら
み 、
経
営
所
得
安
定
対
策

と
日
本
型
直
接
支
払
等
の
推
移
を 、
決
算べ
l

ス
で
検
討
し
た 。

山《
勝
正
義
論
文
は 、
構
造
転
換
集
中
対
策に
つ
い
て 、
担
い
手

へ
の
民
地
集
約・
大
型
機
械
の
導
入
等
の
前
提
で
あ
る
農
地
整
備

に
向
け
た
補
助
事
業
の
補
助
率
を
三
分
の
二
に
引
き
上
げ
る
工
夫

を
評
価 。
そ
の
上
で 、
経
営
耕
地
面
積
規
模二
O
M
未
満
層
の
離

農
跡
地
を
二
o
h
以
上
層
が
不
十
分に
し

か
引
き
受
け
き
れ
て
い

な
い
現
実
を
指
摘 。
優
先
すべ
き
は 、
担 vい
手へ
の
農
地
集
積・

集
約
で
は
な
く 、
担
い
手
の
育
成・
確
保
で
あ
る
と
結
論づ
け
て

い
る 。堀

口
健
治論
文
は 、
三
O
年
ま
で
の
見
通
し
で
は 、
法
人
等
団

体
経
営
体
の
経
営
耕
地
面
積
の
拡
大・
増
加
分
が
主
業
経
営
体と

準主
業・
副
業
的
経
営
体
の
減
少
分
の
三
分
の一
し
か
吸
収
で
き

な
い
現
実
を
指
摘 。
団
体
経
営
体
を
さ
ら
に
増
や
す
だ
け
で
な

く 、
主
業 、
準
主
業・
副
業
的
経
営
体
数
の
維
持・
規
模
拡
大
で

自
給
率
を
向上
さ
せ
るべ
き
と
し
た 。
そ
の
た
め
の
就
農
準
備
資

金・
経
営
開
始
資
金 、
雇一
用
資
金
の
対
象
拡
大
な
ど
拡
充
を
提 -一一目

し
て
い
る 。

友
田
滋
夫
論
文
は 、
新
た
な
食
料安
全
保
，附
制
に
広 Jつ
い
て 、

二
六
年
度
予
算
が
「
食
料安
全
保
障の
強
化
仁
山
け
た
梢
造
転
換

対
策」
と
政
策
推
進
方
向
を
秋山
即
し
止
に
附
仰 い
そ
の
た
め
に

は 、
不安
定
化
す
る
農
旋
物-
K
判山
川
内
訓
述・
供
給
力
の
強

化
が
必
要
で
あ
る
と
川町 、
いい 一(
い
ゐ 川

文
山・
神山
安
雄)

一-4 -

二
O
二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
H
構
造
転
換
の
道
筋
と
政
策
転
換
の
行
方
H

1
.

本
稿
の
課
題

二
O二
六
年
度
農
林
水
産
関
係
予
算
は
総
額二
兆二
九
五
六
億

円 、
前
年
度
当
初
予
算
比
二
五
O
億
円
(一
・

一
%)
増
で
あ

る 。
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
と
す
る
二
五
年
度
補
正
予
算
の
農
林

水
産
関
係・
総
額
九
六
O二
億
円
と
合
わせ
る
と 、
三
兆二
五
O

O
億
円
規
模に
な
る
(
図1) 。

三
0
年
度
を
目
標
年
次
と
す
る
新
た
な
食
料・
農
業・
農
村
基

本
計
画
(二
五
年
四
月 、
閣
議
決
定)
は 、
二
九
年
度
ま
で
の
五

年
間
を
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
と
し
て 、
構
造
転
換
を
つ

う
じ
て
食
料
安
全
保
障
を
強
化
す
る
と
し
た 。
あ
わ
せ
て 、
二
四

年
夏
の
米
不
足
の
発
生
か
ら 、
二
七
年
度
か
ら
の
水
田
政
策
の
転

換
を
打
ち
だ
し
た 。

こ
こ
で
の
第一
の
課
題は 、
二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
が 、
二

農村と都市をむすぶ2026:6

農
政
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト

神
山
安
雄

五
年
度
補
正
予
算
と
合
わせ
て 、
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
を
本

格
的
に
推
進
す
る
対
策
期
間二
年
度
目
の
予
算
と
し
て 、
ど
の
よ

う
な
性
格
を
もつ
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る 。

第二
の
課
題は 、
二
七
年
度
か
ら
の
水
田
政
策
の
転
換
に
向
け

て 、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
を
中
心
と
す
る
経
営
所
得安

定
対
策
と 、
こ
れ
に
関
連
す
る日
本
型
直
接
支
払
の
中山
間
地
域

等
直
接
支
払・
多
面
的
機
能
支
払・
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
効
果が 、
一一
六
年
度
予
算に
引
き
継

が
れ
な
が
ら 、
ど
の
よ
う
に
政
策
転
換
に
結び
つ
い
て
い
く
の
か

を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る 。

一一 5

2 

ニ
六
年
度
国
家
予
算
の
性
格

高
市
政
権は
「
積
極
財
政」
を
か
か
げ
て
い
る 。
二
六
年
度
国

の一
般
会
計
予
算
は
三一
二
兆三
O
九
二
億
円
と
史
上
最
高
額
で
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あ
る 。
前
年
度
当
初
予
算に
比べ
七
・一

兆
円
余
り
(
六
・

二

%)
増
額
で
あ
る 。

一
般
会
計
の
歳
入
の
う
ち 、
国
債
収
入
は
二
九
・

六
兆
円 、
前

年
度
当
初
予
算
対
比三一
・三

%
増
で 、
税
収
の
増
加を
見
込
ん
で

い
る
た
め 、
国
債
依
存
率
二
四
・

二
%
と
なっ
て
い
る 。

し
か
し、
国
債
収
入
の
う
ち
建
設
国
債
は
六
・

七
兆
円
と一
・

一
%
減
で
あ
る
が 、
特
例
国
債
(
赤
字国
債)
は
二
二・
九
兆
円

と
四
・

六
%
増
で
あ
る 。
二
六
年
度
当
初
予
算
と一
体
的に
運
営

す
る
と
い
う二
五
年
度
補
正
予
算
の
総
額一
八
兆
三
O
三
四
億
円

の
う
ち 、
国
債
収
入
は一
一
兆
六
九
六
O
億
円
(
う
ち
特
例
国
債

八
兆一
五
七
O
億
円)
と、
六
四
%
を
占
め
て
い
る 。
こ
の
た

め 、
二
五
年
度
国
の
補
正
後
予
算
の
国
債
依
存
率
は
三
0
・二

%

と
なっ
た 。

そ
の
意
味
で 、
国
の
財
政
に
お
け
る
国
債
依
存
の
構
造
は
変
わ

っ
て
い
な
い 。

二
六
年
度
国
の一
般
会
計
予
算
の
第一
の
特
徴
は 、
国
債
費

(
償
還
・

利
払
い
費)
の
増
加
で
あ
る 。
二
六
年
度一
般
会
計
の

歳
出
の
う
ち 、
国
債
費
は二一一
・三

兆
円 、
前
年
度
当
初
予
算に

比べ
三
兆
円
余
り
(一
0
・

八
%)
増
加
し
た 。

政
策
金
利
0
・

七
五
% 、
長
期
金
利
の
上
昇
と
い
う

1
長
州山

あ
る
世
界」
の中
で
の
国
債
費
の
増
加
は 、
川
川
W16
川明
ん'ヤ ョ
付

税
交
付
金
(二
六
年
度
当
初
子

叩
C

U .
机
川日
い・
六
%H

附
加)
を
除
い
た .
般
胤
山山
仲川
川
肌
川
H :一

%H
増

25当初+24補正24当初+23補正23当初+22補正22当初+21補正

。

，. 

ー
ス
で 、

.一一一一
年
度
は
前
年
度
当
初
予
算に
比べ
二
六・
三
%

増、
二
四
年
度一
六
・

五
%
増、
二
五
年
度
九
・

四
%
増
と
増
額

さ
れ 、
二
六
年
度
当
初
予
算
で
は
九
兆
三
五
三
億
円
(
同
三
・

八

%
増)
と
九
兆
円
の
大
台を
超
え
た 。

3 .

農
林
水
産
予
算
の
位
置
と
性
格

農
林
水
産
予
算
の
位
置

二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
は 、
総
額二
兆
二
九
五
六
億
円 、
前

年
度
当
初
予
算に
比べ
二
五
O
億
円
(一
・一

%)
増
で
あ
る 。

こ
の
増
額に
も
か
か
わ
ら
ず 、
二
六
年
度
農
林
水
産
関
係
の
当

初
予
算
が
国
の一
般
歳
出
(一
般
会
計か
ら
地
方
交
付
税
交
付
金

等
と
国
債
費を
除
い
た
数
値)
に
占
め
る
比
率
は 、
二
六
年
度
も

三
・

三
%
と 、
二
四
年
度、
二
五
年
度
当
初
予
算
で
の
比
率
と
同

じ
で
あ
る 。
農
林
水
産
予
算
の一
般
歳
出に
占
め
る
比
率
は 、
一

五
1一

七
年
度に
四・
O
%に
低
下
し、
以
後 、
四
%
を
割
り
込

ん
で 、
比
重を
低
下
さ
せ
て
い
る 。

構
造
転
換
集中
対
策
期
間
と
位
置づ
け
ら
れ
て
い
る
が 、
そ
の

た
め
の
予
算
の
確
保
は 、
当
初
予
算
で
は
な
く 、
補
正
予
算に
頼

ら
ざ
る
を
え
な
い 。
現に
構
造
転
換
集中
対
策
期
間
の二
年
度
目

の
予
算
確
保
は 、
二
五
年
度
補
正
予
算
で
の
農
林
水
産
関
係
九
六

O
二
億
円
の
う
ち
の
構
造
転
換
集中
対
策
二
四一
O
億
円
の
上

に、
二
六
年
度
当
初
予
算
で
の
四
九
四
億
円を
上
乗
せ
て
確
保
さ

れ
て
い
る
か
た
ち
で
あ
る 。

一一6一一
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加)
を
圧
迫
す
る
こ
とに
な
る 。

第
二
の
特
徴
は 、
一
般
歳
出
の
う
ち 、
防
衛
費
の
突
出
し
た
増

加
で
あ
る 。

二
六
年
度
国
の一
般
歳
出
で
もっ
と
も
多
い
の
は 、
社
会
保
障

費
(三
九
兆
円)
で
あ
る 。

社
会
保
障
費
は 、
自
然
増
六
三
O
O
億
円
程
度
増
を、
薬
価
改

定
や
高
額
医
療
費
制
度
の
見
直
し
な
どに
よ
り
高
齢化に
よ
る
増

加
分
(
年
金
ス
ラ
イ
ド

分
を
含
む)
四
八
O
O
億
円
程
度
の
増
加

に
抑
え 、
二
六
年
度
予
算
で
は
医
療
報
酬
・

介
護
報
酬
改
定
や
生

活
扶
助
基
準
見
直
し
等
の
経
済
・

物
価
動
向
等を
踏
ま
え
た
対
応

を
加
算
し
て 、
七
六
O
O
億
円
増
と
し
て
い
るω 。

国
の一
般
歳
出
の
予
算
編
成
の
優
先
順
位一
位
は 、
こ
の
社
会

保
障
費
で
あ
る 。
社
会
保
障
費
の
抑
制
的
な
編
成
を
行っ
た
後 、

他
の
関
係
予
算
の
編
成
に
移
る
手
順
で
あ
る 。

安
倍
政
権
の
特に
安
保
法
制
以
降 、
予
算
編
成
の
優
先
順
位
二

位に
防
衛
費
が
位
置
す
る
こ
とに
なっ
た 。
高
市
政
権
は 、
特に

防
衛
費を
優
先
す
る
傾
向を
強
め
て
い
る 。

二
五
年
度
補
正
予
算
の
「
防
衛
力
と
外
交
力
の
強
化」
の
項
目

に
は 、
防
衛
力
整
備
計
画
対
象
経
費
五
O
二一
億
円 、
米
軍
再
編

事
業
三
四
五一
億
円
が
計
上
さ
れ
た 。
「
こ
れ
ら
と
関
連
経
費を

合
わ
せ
て一
・一

兆
円
(
対G
D
P
比二
%
水
準)
を
前
倒
し
達

成」
と
の
説
明
が
付
け
ら
れ
て
い
る
増

防
衛
力
整
備
計
画
の
下
で 、
防
衛
関
係
予
算
は 、
当
初
予
算ベ



-
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農
業
構
造
転
換
を
つ
う
じ
た
食
料安
全
保
障
の
強
化
に
つ
い
て

杭
は 、
二
五
年
度
予
算
の
成
立
を
受
け 、
二
五
年
四
月 、
自
民
党
か

蜘
ら
集
中
対
策に
要
す
る
予
算
(
総
額一
二一一
兆
円)
が
提
言
さ
れ

漏
た 。
こ
れ
を
受
け 、
政
府
が
検
討 、
こ
五
年
度
補
正
予
算
か
ら
の

酎
対
応
方
針
が
決
まっ
て
いっ
た 。

駅

構
造
転
換
集
中
対
策
の
関
連
予
算
(
表1)
は 、
初
年
度
が
二

道
五
年
度
当
初
予
算
と
二
四
年
度
補
正
予
算
の
合
計
で一
二
三
八
億

榔
円 、
二
年
度
目
が
二
六
年
度
当
初
予
算
と
二
五
年
度
補
正
予
算
の

蹴
合
計
で
二
九
O
四
億
円
で
あ
る 。
残
り
三
年
間
で
九
O
O
O
億

構
円 、
年三
O
O
O
億
円
が
必
要
と
さ
れ
る 。

一一算

構
造
転
換
集
中
対
策
は 、
二
五
年
度
当
初
予
算二
四
四
億
円
に

肝
二
六
年
度
当
初
予
算
で
は
二
五
O
億
円
増
額
の
四
九
四
億
円
が
計

氷
上
さ
れ
た 。
二
五
O
億
円
の
財
源
は 、
日
本
中
央
競
馬
会
(
JR

劃
A)
か
ら
の
臨
時・
特
例
措
置が
活
用
さ
れ
た 。
JR
A
か
ら
の

報
臨
時・
特
例
は 、
年二
五
O
億
円
を
四
年
間 、
計一
O
O
O
億
円

六
が
措
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る 。

恒

三
六
年
度
農
林
水
産
当
初
予
算
の二
五
O
億
円
の
増
額
は 、
J

ニ
R
A
か
ら
の
臨
時・
特
例
措
置で
の
財
源
確
保
に
よっ
て
い
る 。

ニ
六
年
度
農
林
水
産
予
算
の
性
格

財
務
省
の
説
明
資
料ωは 、
二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
編
成
の

基
本
的
な
考
え
方
を 、
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る 。

ーli
mM
業
榔
造
転
換
集
中
対
策
と
し
て 、
財
源
を
確
保
し
つ

っ 、
農
地
の
大
区
画
化
等 、
共
同
利
用
施
設
の
川
編・
集
約
化 、

ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入・
開
発
等 、
輸
出
産
地
の
育
成
を
推
進 。

||主
食
用
米
生
産
の
増
加
等
の
状
況
も
踏
ま
えつ
つ 、
食
料

安
全
保
障
の
強
化
や
農
林
水
産
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た

め 、
生
産
性
の
向
上 、
輸
出
の
促
進 、
稼
げ
る
農
林
水
産
業
の
創

出 、
気
候
変
動へ
の
対
応
等
に
向
け
て
関
係
施
策
を
充
実・
強

レぃ。同
時に 、
高
市
政
権
は 、
二
五
年
度
補
正
予
算
と
二
六
年
度
当

初
予
算
と
は一
体
的
な
も
の
と
し
て
い
る 。
農
林
水
産
予
算
で

も 、
特に
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
の
関
連
予
算
は
前
年
度
補
正

予
算
と
当
初
予
算
と
を一
体
的
に
運
営
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え

るべ
き
で
あ
ろ
う 。

民
主
党
政
権
は 、
一
0
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て 、
選
挙
公
約

の
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
を
農
業
農
村

整
備
事
業
費
の
削
減に
求
め
た 。
一
二
年
十二
月
の
総
選
挙
で
復

帰
し
た
自
公
連
立
の安
倍
政
権
は 、
大
幅
削
減
さ
れ
て
き
た
農
業

農
村
整
備
事
業
な
ど
公
共
事
業
費
を
O
九
年
度
水
準
ま
で
回
復
さ

せ
る
た
め 、
補
正
予
算
で
公
共
事
業
費
を
積
み
増
す
手
法
を
とっ

た 。
こ
の
間
の
補
正
予
算
は
公
共
事
業
を
中
心
に
編
成
さ
れ
て
き

た
(
図
1) 。
こ
の
補
正
予
算
編
成
の
手
法
は
自
民
党
政
権
下
で

現
在
もつ
づ
い
て
い
て 、
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
予
算
も
公
共

事
業・
補
助
事
業
を
中
心
に
補
正
予
算
編
成
の
手
法に
合
致
し
て

い
る 。

ニO二六年度農林水産予算=構造転換の遭筋と政策転換の行方=

農業構造転換集中対策(2025�2026年度)

2025年度 2025年度 2026年度 26年度当初
当初予算 補正予算 当初予算 '25年度補正日 日日目白日四回目白山町四日目町、・一戸 、 、. 0 ・ぜ 』圃圃 』日 ， 目 白日 町 田 町 、 “ 首 、. 圃園 、・ .‘園田‘a

農業構造転換集中対策・言十 244 2，410 494 2，904 

①農業農村整備(農地の大区画化等) 126 574 166 740 

②共同利用施設の再編集約・合理化 69 811 238 1，049 

③スマー卜農業技術・新品種開発、機械導入 28 897 54 951 

④輸出産地の育成 22 129 166 

単位;億円
表1

資料;農林水産省「令和8 年度農林水産予算の概要J 20 25 年1 2月、 により作成注1)2026 年度当初予算から財源としてE本中央事馬会 SJRA)から 臨時・特例の措置 2切億円を活用。 20 26 年度から 4年間ぃ合計し000億円の予定。2 ) 農業構造転換集中対策の初 年度は 20 2沼 年度当初予算+ 20 24年度補正予算の合計1， 2 38億円。 2 年度目が2026 年度当初予算+ 20 25 年度補正予算の合計 2，904億円。自民党から 20 25 年4 月に農業構造転換集中対策の5 年度聞に予算規模1. 3兆円が提言古れ、 これを受け政府が検討、 JRAからの臨時・特例措置による財源確保が決まった。
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4.

食
料
安
定
供
給
関
係
等
予
算
の
推
移

二一
O
年
を
目
標
年
次
と
す
る
新
た
な
食
料・
農
業・
農
村
基
本

計
画
(二
五
年
四
月 、
閣
議
決
定)
は 、
農
業
構
造
転
換
集
中
対

策
を
つ
う
じ
た
食
料安
全
保
障
の
強
化
と
あ
わ
せ
て 、
二
七
年
度

か
ら
の
水
田
政
策
の
転
換
を
か
か
げ
た 。

こ
こ
で
は 、
水
田
政
策
の
転
換に
か
か
わ
る
経
営
所
得安
定
対

策
と
日
本
型
直
接
支
払
(
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払 、
多
面
的
機

能
支
払 、
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払)
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
と

二
五
年
度 、
一一
六
年
度
予
算に
つ
い
て 、
み
る
こ
と
と
す
る 。

国一 9 

食
料
安
定
供
給
関
係
費
の
推
移

財
務
省
は 、
食
料・
農
業・
農
村
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
二
0

0
0
年
度
か
ら 、
農
林
水
産
関
係
予
算
の
公
共
事
業
と
非
公
共
事

業
の
区
分
で 、
非
公
共
事
業
の
う
ち
食
料
安
定
供
給
関
係
費
と
そ

れ
以
外
の一
般
事
業
費
の
区
分
を
採
用
し
て
き
た 。

食
料
安
定
供
給
関
係
費
は 、
基
本
法
施
行
当
初に
は
稲
作・
麦

作・
大
豆
経
営安
定
対
策
と
食
品
安
全
行
政
な
ど
の
事
業
費
な
ど

を
分
類
項
目
に
入
れ
て
い
た 。
食
料
安
定
供
給
関
係
費
が
増
え
る

の
は 、
二
O
O
七
年
度
か
ら
の
農
政
改
革三
対
策
の
な
か
で 、
品

目
横
断
的
な
水
田・
畑
作
経
営
所
得安
定
対
策
が
実
施
さ
れ
た
時

期
か
ら
で
あ
る 。
そ
の
後 、
民
主
党
政
権に
よ
る
農
業
者
戸
別
所

得
補
償
制
度
が
米
の
所
得
補
償 、
畑
作
物
の
所
得
補
償 、
水
田
活
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理
さ
れ
て
い
る 。
米
麦
の
売
買・
管
理
経
費
の
損
失
分
は
特
別
会

計
の
食
糧
管
理
勘
定へ 、
畑
作
物
の
直
接
支
払
(ゲ
タ
対
策)
の

う
ち
大
豆
関
係
と
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
(ナ
ラ
シ
対
策)
の

積
立
金
の
国
費
負
担
分
は
農
業
経
営安
定
勘
定へ 、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
に
よっ
て
処
理
さ
れ
て
い
る 。
ま
た 、
畑
作
物
の
麦

関
係
経
費
は
同
特
別
会
計
の
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
輸
入
麦
の
売
買

差
益
が
農
業
経
営安
定
勘
定に
繰
入
れ
る
こ
と
で
処
理
さ
れ
て
い

る 。
畑
作
物
の
直
接
支
払
の
う
ち 、
て
ん
菜
と
で
ん
ぷ
ん
原
料パ

レ
イ
ショ
の
交
付
金
は 、
農
畜
産
業
振
興
機
構
の
糖
価
調
整
金
等

収
入
に
も
と
づ
く
納
付
金
を
農
業
経
営安
定
勘
定
に
繰
入
れ
る
こ

と
に
よっ
て
処
理
さ
れ
て
い
る 。
特
別
会
計
の
食
糧
管
理
勘
定 、

農
業
経
営安
定
勘
定
の
分
析
に
よっ
て
し
か 、
詳
細
は
明
ら
か
に

な
ら
な
いω 。

こ
こ
で
は 、
差し
当
たっ
て
必
要
と
さ
れ
る
予
算
規
模
を
知
る

た
め
に 、
決
算
額
を
表
示
し
て
い
る 。

- 1 0 -

経
営
所
帯
安
定
対
策
の
実
績
と
予
算

水
田
政
策
の
見
直
し・
転
換
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
予

算
規
模
を
知
る
た
め
に 、
広
義
の
経
営
所
得安
定
対
策
の
交
付
金

実

績

の

推

移

と

二

五

年

度

、

二

六

年

度

の

予

算

畑

仕

点

心

し

た

(

表

3

)

0

米
の
所
得
補
償に
お
い
て
変
品川
川
分のーヤョ
什
合
F -
oa
当
た

り一
・

五
万
円
が
発
助
主
れ
il
u
H的
作
悦入 、
米
の
直
接
支

単位;億円

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度
(1)新市場創出対策費 379 112 102 

(2)農水産物・食品輸出促進対策 200 448 634 221 197 

(3)国産消費拡大 食農連携深化対策 1，163 1，352 217 9 2 

性)食品安全・消費者信頼確保対策等 85 85 81 83 80 

(5)食料安全保障確立対策等 1.164 1，238 2，180 2，102 1，824 

特会食糧管理勘定へ繰入れ 890 i 891 1，912 1，710 1，5221 

(6)担い手育成・確保等対策等 2，884. 3，971 3，755 3，619 3，630 I 
新規就農対策 243 249 252 234 203 

特会農業経営安定勘定へ繰入れ 957 970 1，059 1，103 990 

特会農業再保険勘定へ繰入れ 554 610 636 504 537 

(7)農地集積・集約化等対策 500 503 460 452 465 

(8)農業生産基盤整備推進費 . . 249 263 311 327 

(9)国産農産物生産基盤強化等対策 6，2ヨヨ 5，744 7，748 6，691 6，073 

水田活用の直接支払交付金 2，960 3，280 3，228 3，892 3，398 

肥料価格高騰対策 657 895 122 

配合飼料価格対策等 230 2，431 

加工原料乳生産者補給金等 475 321 1，514 494 620 

畜産経営安定対策等 353 407 3日 373 4921 

。。農業・食品産業強化、 6次産業化 538 122 

6次産業化市場規模拡大対策 105 

|耐震村整備推進対策費 774 775 '・ 769 774 

多面的機能支払交付金 . .  487 487 488 471 

中山間地域等直接支払交付金 . .  258 261 261 260 

li同12)農森山漁村活性化対策費 ぞ 191 208 211 213 
188 林整備・保全費等 . . 205 201 176 

l M同水漁産業経
資源回復対策費等 259 306 325 266 258 

営安定対策等 1，709 1，541 1，379 1，320 1，302 

言十 14，985 17，716 19，470 17，258 16，269 

食料安定供給関係費等の推移(2020-2024年度、決算ベース)表
2

十

資料，財務省「決算の説明J 各年度、 食料安定供給関係費、などにより作成注1 )食料安定供給関係費は、財務省による非公共事業のうちの区分による。 2021年度から、 農業者年金経費・林野関係・地域政策等を算入して拡大され た。 そのため、 20 20年度以前と20 21年以降とは接続し主い。 ちなみに20 20年度当初予算での農業者年金経費等は合計303億円。2 )いずれ も、 支出済歳出額である。3 )表記の「特会」は、 食料安定供給特別会計。(5)の特会食糧管理勘定へ 繰入れは、 園内米(備蓄米) ・輸入米(MA米等 ) ・輸入麦の売買損と管理経費からなる損失(赤字)分の一般会計からの繰入れ。(6)の特会農業経営安定勘定への繰入れは、 畑作物の直接支払交付金のうち大豆、 ナ合ネ、 ソバの交付金分の一般会計 からの繰入れ分である。なお、 畑作物の直接支払交付金のうち、麦の交付金分は、 特会の食糧管理勘定 から輸入麦の売買差益分が、てん菜・でんぷん原料パレイショの交付金分は、 農畜産業振興機構の糖価調整金収入にもとづく納付金が、 農業経営安定勘定に繰入れられている。

- 1 1  
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戸別所得補償・経営所得安定対策の推移(2010�2026年度)
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別償
営定

司
け
幻ω川町

戸補

経安

野
注

表3の
「
農
振
農
用
地
区
域
内
か
つ
地
域
社
両
以
域
内」
の
削
斜
手の

基
準を
満
た
す
農
用
地
が
対
象 。
集
落
協
定
等
に
も
と
づ
く
活
動

の
体
制
整
備
単
価へ
の
取
組
み
要
件
は
ネッ
ト
ワ
ー

ク
化
活
動
計

画
の
作
成
と
さ
れ
た 。
推
進
費を
含
む
予
算
規
模
は 、
二
四
年
度

二
六一
億
円
か
ら
二
五
年
度
二
八
四
・

六
億
円
に
増
額
さ
れ 、
二

六
年
度
予
算
も
二
五
年
度
と
同
額
で
あ
る 。

一一方開
多
面
的
機
能
支
払

融

多
面
的
機
能
支
払
は 、
農
地
維
持
支
払 、
資
源
向
上
支
払
(
共

鷹
同
活
動
・

長
寿
命化)
か
ら
成
り 、
推
進
費を
含
む
予
算
規
模
は

しむ
二
四
年
度
四
八
五
・

九
億
円
か
ら
二
五
年
度
五
0
0
・

五
億
円
に

蹴
増
額
さ
れ 、
一一
六
年
度
予
算で
も
二
五
年
度
と
同
額
が
確
保
さ
れ

仰
た 。

転

多
面
的
機
能
支
払
で
は 、
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
みへ
の
支
援

髄
(
環
境
保
全
加
算)
が
新
設
さ
れ
た 。
こ
れ
は 、
化
学
肥
料
・化

』
学
農
薬
を
原
則
五
割
以
上
低
減
す
る
取
組
み
と
あ
わ
せ
て
長
期中

予
干
し
・

冬
期
湛
水
・

夏
期
湛
水
・中

干
し
延
期
・

江
の
設
置
と
い

雄
っ

た
環
境
負
荷
低
減
に
取
り
組
む
面
積
が
増
加
す
る
場合
に
支
援

淋
す
る
も
の。

度

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
を
二
七
年
度
か
ら
み
ど
り
の
食
料

稗
シ
ス
テ
ム
法
の
枠
組
み
に
入
れ
た
新
た
な
環
境
直
接
支
払
と
し

に
て 、
個
別
経
営
に
対
す
る
直
接
支
払
を
可
能
に
す
る
た
め 、
前
期

三一
ま
で
共
同
活
動
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
み
と
し
て
支
援
対

払
交
付
金
の
二
分
の一
へ
の
削
減
(一
四
i一

七
年
度) 、
米
の

直
接
支
払
の
廃
止
(一
八
年
度
以
降)
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
主
食

用
米
の
生
産
調
整
・

需
給
調
整
が
強化
さ
れ
た
た
め 、
広義
の
経

営
所
得安
定
対
策
費
の
交
付
金
支
払
い
実
績
の
総
額
は
ほ
ぼ
同
じ

規
模
で
推
移
し
て
い
る 。

二
六
年
度
予
算
で
は 、
飼
料
用
米
な
ど
の
主
食
用
以
外
の
米
や

麦
・

大
豆
作
か
ら
主
食
用
米へ
の
回
帰
が、進
ん
だ
た
め 、
水
田
活

用
と
畑
作
物
の
直
接
支
払
は
予
算
規
模
が
縮
小
し
て
い
る 。

二
六
年
産
米
で
は 、
い
ま
の
ま
ま
い
け
ば 、
飼
料
用
米を
は
じ

め
と
し
た
主
食
用
以
外
の
米
の
供
給
が
四
O
万
ト
ン
程
度
不
足
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る 。
主
食
用
以
外
の
米 、
麦
・

大
豆
な

ど 、
多
様
な
需
要を
把
握
し
な
が
ら 、
そ ，れに
応
じ
た
生
産
を
確

保
で
き
る
よ
う
な
予
算
執
行
が
課
題
に
な向っ
て
い
る 。

5 

日
本
型
直
接
支
払
の
実
績
と
予
算

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払 、
多
面
的
機
能
支
払 、
環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
払
と
も
二
五
年
度
か
ら
新
た
な
対
策
期
間
に
入っ
て

い
る 。
こ
れ
に
伴い 、
二
五
年
度
予
算
は
前
年
度
予
算に
比べ
増

額
さ
れ 、
二
六
年
度
予
算
も
二
五
年
度
予
算
と
同
額
が
確
保
さ
れ

た 。中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

中
山
間
地
域
等
白
峰
乞
払
川 、

12 -
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象
で
あっ
た
も
の
を、
多
面
的
機
能
支
払
の
枠
組
みに
あ
ら
か
じ

め
入
れ
た
の
で
あ
る 。

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
は 、
化
学
肥
料
・化

学
農
薬
を
原

則
五
割
以
上
低
減
す
る
取
組
み
と
あ
わ
せ
て 、
有
機
農
業
や
堆

肥
・

緑
肥
の
施
用、
総合
防
除
な
ど
地
球
温
暖化
防
止
・

生
物
多

様
性
保
全
等
に
効
果
の
高い
営
農
活
動
の
取
組
み
を
支
援
す
る
も

の。
二
五
年
度
か
ら
の
新
た
な
対
策
期
間
で
は 、
有
機
農
業へ
の

交
付
金
単
価を一
O
a
当
た
り一
・

二
万
円
か
ら
二
五
年
度
以
降

で
は一
・

四
万
円
に
引
き
上
げ
た 。

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
も 、
推
進
費
を
含
む
予
算
規
模
が

二
四
年
度
二
六
・

四
億
円
か
ら
二
五
年
度
二
八
億
円
に
増
額
さ

れ 、
二
六
年
度
も一一
五
年
度
と
同
額
が
確
保
さ
れ
た 。
た
だ
し 、

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
は 、
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
金
を
交

付
す
る
仕
組
み
で
あ
り 、
申
請
の
多
い
場合
は
交
付
金
が
減
額
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る 。
ま
た 、
二
七
年
度
か
ら
の
新
た
な
環
境
直
接

支
払
交
付
金
で
は 、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
認
定
農
業
者に

よ
る
先
進
的
な
環
境
負
荷
低
減
の
取
組
み
を
支
援
す
る
仕
組
み
を

検
討
す
る
と
の
但
し
書
き
が
つ
い
て
い
る 。

日
本
型
直
接
支
払
の
予
算
措
置
・
地
方
財
政
措
置

日
本
型
直
接
支
払
の
実
績
(
表4)
を
み
る
と 、

中
山
間
地
域

一一 13一ー



1: 表4
ニOニ六年度農林水産予算=構造転換の道筋と政策転換の行方z

日 本型直接支払の支払実績の推移(2014�2024年度)
多面的機能支払 中山間地域等直接支払 環境保全型農業直接支払

取組み面積 父付金額 父付面積 父付金額 取組み面積 5 交付金額

万ha 億円 万ha 億円 万ha 億円
2014年度 196.2 838目。 68開7

4 

541.8 5

7 4

77

2 

: 
34目。

2015年度 217.7 905.8 65 514.1 42.1 

2016年度 225.1 934目4 66.1 523町3 8.46 45.8 

2017年度 226.6 934目7 66.3 528胃7 8.91 45.9 

2018年度 229.3 935.9 66.4 530.9 7.95 45.1 

2019年度 227.4 940.7 66.5 533.4 7.98 45.4 

2020年度 229.1 941.1 63.9 521.8 8.08 44.5 

2021年度 231.1 941.0 59司7 523.7 8.17 45.0 

2022年度 231.8 941.2 60.2 529.8 8.28 46目。

2023年度 233.1 943.2 61.2 530.0 8.65 48.3 

2024年度 233.0 941岨O 61.8 531.7 9.06 50目3

2025年度 500.5 284.6 28“O 

2026年度 500岨5
. . 

284目6 28目。

資料，農林水産省、 多面的機能支払交付金および中山間地域等直接支払交付金、 環境保全型農業直接支払交付金
の苔実施状況、 各年度、 などにより作成

注1 )多面的機能支払の取組み面積は農地維持支払の取組み面積。
2 )交付金額は、 直接支払交付金の支払総額。3) 2025年度、2026年度は、 国費負担分の予算額。 国費負担は、 事業費の50%、 事業推進費(国費負担100%)

を含む。

環
境
直
接
支
払
を
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
政
策
的
枠
制
み
内

に
組
み
立
て
る
道
筋
を
つ
け
る
と
いっ
た
政
策
転
換
の一
環
を
に

な
う
役
割
を
もっ
て
い
る 。

し
か
し 、
農
業
構
造
転
換
は 、
農
地
の
大
区
画
化
や
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
の
導
入
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に 、
農
業
経
営
の
大
規

模
化・
大
幅コ
ス
ト

削
減
を一
辺
倒
と
す
る
政
策
路
線
で
あ
る 。

米
のコ
ス
ト

指
標が
水
稲
作
付
面
積
了、j
三
回
規
模
層
の
米
生
産

費
を
土
台に
し
て
積
み
上
げ
た
よ
う
に 、
中
小
規
模
経
営
を
抜
き

に
し
て
は
米
の
再
生
産・
安
定
供
給
が
可
能
と
な
ら
な
い 。
ま

た 、
多
様
な
農
業
者
の
存
在
を
抜
き
に
し
て 、
農
業・
農
村
地
域

社
会
の
維
持
が
で
き
な
い 。

新
た
な
環
境
直
接
支
払
制
度
の
よ
う
に 、
み
ど
り
の
食
料シ
ス

テ
ム
法
の
認
定
農
業
者
だ
け
を
支
援
対
象
に
し
た
仕
組
み
が
万
全

な
の
か
ど
う
か 。
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
が
支
援
対
象に
し

て
き
た
共
同
活
動
の
冬
期
湛
水
な
ど
環
境
保
全
型
農
業
を 、
多
面

的
機
能
支
払
の
加
算
交
付
金
の
支
援
対
象
と
す
る
だ
け
で
い
い
の

か 。
ま
た 、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
で
も
環
境
保
全
型
農
業に

対
す
る
支
援
方
策
を
考
え
な
く
て
い
い
の
か 。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
湧
き
上
がっ
て
く
る 。

農
業
構
造
転
換へ
の
道
筋
を
つ
け
て 、
水
田
政
策
等
の
転
換
の

方
向
性
を
さ
ぐ
る
意
味
か
ら 、
二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
の
足
ら

ざ
る
事
柄
は
ど
こ
に
あ
る
か 、
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
だ 。

ニO二六年度農林水産予算=構造転換の道筋と政策転換の行方=

等
直
接
支
払
で
気
に
な
る
こ
と
は
交
付
対
象
面
積
の
減
少
傾
向
で

あ
る 。二

四
年
度
ま
で
の
交
付
金
総
額
に
あ
わ
せ 、
二
五
年
度
と
二
六

年
度
の
国
費
負
担
分
の
予
算
額
(
推
進
費
を
含
む)
を
表
示
し

た 。
国
費
負
担
分
の
予
算
額
が
交
付
金
総
額
の
実
績
の
半
額
程
度

で
あ
る
こ
と
は 、
二一
つ
の
支
払
制
度
と
も
国
費
負
担
が
五
O
%
で

あ
る
た
め
で
あ
る 。
地
方
自
治
体
の
負
担
は
残
り
五
O
%
で
あ
る

が 、
地
方
自
治
体
負
担
の一
部
は
地
方
交
付
税
交
付
金
等
の
財
政

措
置
(
地
方
財
政
措
置)
で
軽
減
さ
れ
て
い
る 。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
は 、
地
方
財
政
措
置が
三
九
%
で 、

実
質
的
な
地
方
負
担
は
都
道
府
県
六
% 、
市
町
村五
%
で
あ
る 。

多
面
的
機
能
支
払
と
環
境
保
全
型
農
業
直吉
支
払
は 、
地
方
財
政

措
置が
四
O
%
で 、
実
質
的
な
負
担
は
都
道
府
県
六
% 、
市
町
村

四
%
で
あ
る 。

実
質
的
な
地
方
負
担
の
あ
る
メ
リッ
ト
は 、
知
事
特
認・
地
方

特
認
の
取
組
み
が
直
接
支
払
交
付
金
の
対
象
に
な
る
こ
と
で
あ

る 。
一
方 、
デ
メ
リッ
ト

は 、
予
算
の
配
分
が
実
績
主
義に
お
ち

いっ
て
事
業
規
模
が
伸び
な
い
こ
と
で
あ
る 。

- 14 
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ま
と
め
に
か
え
てz
'

残
さ
れ
た
課
題

二
六
年
度
農
林
水
産
予
算は 、
農
業
問
治
山駅
陥川
県
小
刈
策
の
二

年
度
目
の
予
算
と
い
う
性
格
を
もっ
て
い
ゐ υ
川
川
に 、
例
え
ば

環
境
保
全
型
農
業
白
持
乞
払ル」
川
山
十 、

じし
んq
山
か
ら
新
た
な

注ω
財
務
省
資
料
「
令
和
8
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト」

二
O
二
五
年
十
二
月。

ω
財
務
省 、

二
O
二
五
年
度
補
正
予
算
の
説
明
資
料 。

ω
財
務
省
資
料
「
令
和
8
年
度
農
林
水
産
予
算
の
ポ
イ
ン
トL

二
O
二
五
年

十
二
月。

ω
詳
し
く
は 、

神
山
安
雄
「
経
営
所
得
安
定
対
策
と
そ
の
財
政
構
造」

ω
(
農

村
と
都
市
を
む
す
ぶ 、

二
O
二
四
年
七
月) 、

ω
(
問 、

二
O
二
四
年
一

O

月)
0

- 15 十
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農村と都市をむすぷ2026.6

農
ム業
電構
ø正白

さ転
面換
￠集
孟中
向対
型策
婦の
設櫛

皐討
編
集
家勺-
合
理
化
を
中
心
に
|

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
教
授

安
藤
光
義

は
じ
め
に

|
補
正
予
算
等
に
よ
る
確
保
と
地
財
措
置
で
の
工
夫

改
正
さ
れ
た
食
料・
農
業・
農
村
基
本
法
に
基
づ
く
最
初
の
五

年
間
は
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
と
さ
れ 、
そ
の
名
の
通

り 、
農
業
の
構
造
転
換
を
通
じ
た
食
料安
全
保
障
の
確
保
を
政
策

目
標
と
し
て
次
の
四つ
が
具
体
的
な
対
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た 。

ω
農
地
の
大
区
画
化
等 、
ω
共
同
利
用
施
設
の
再
編
集
約
化・
合

理
化 、
ωス
マ
ー
ト

農
業
技
術・
新
品
種
の
開
発 、
生
産
性
向
上

に
資
す
る
農
業
機
械
の
導
入 、
ω
施
設
整
備 、
規
模
拡
犬
等
を
通

じ
た
輸
出
産
地
の
育
成
で
あ
る 。

基
本
的
な
方
向
と
し
て
は
担
い
手
の
減
少
を
生
産
性
の
向
上
に

よっ
て
対
応
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り 、
農
業
生
産
基
盤

の
強
化
を
図
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が 、
ω
は

農業構造転換集中対策の検討ー農地の大区画化と共同利用施設の再編集約・合理化を中心に一 一一一ー
方
財
政
措
置ω
を
拡
充
し
た
点
が
仁

夫
で
あっ
た
と
し
て
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
る 。

2.

農
地
の
大
区
画
化
の
課
題

農地
の
大
区
画
化
は 、
ω
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る
農
業
機
械

の
導
入
に
とっ
て
の
前
提
条
件
で
も
あ
る 。
こ
の
仕
組
み
は 、
圃

場
整
備
と
大
型
機
械
の
導
入
を
セッ
ト

で
実
施
す
る
こ
と
で
農
業

構
造
の
改
善
を
図
ろ
う
し
た 、
か
つ
て
の
農
業
構
造
改
善
事
業
に

ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る 。
農
林
水
産
省
の
資
料
で
は
「
地
域
計

画
に
基づ
く
農
地
の
集
積・
集
約
化
や
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
の
導

入
の
加
速
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め 、
農
地
の
大
区
画

化
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に 、
中
山
間
地
域
に
お
い
て
き
め
細
か

な
整
備
を
実
施」ωと
記
さ
れ
て
い
る 。

(
水
田
の
整備
状
況)

最
初
に
水
田
の
整
備
状
況
を
確
認
し
て
お
き
た
い 。
『
令
和
六

年
度
食
料・
農
業・
農
村
白
書』
に
よ
る
と 、
二
O
二
三
年現

在 、
水
田
面
積
全
体
(二
三
四
万
加)
の
う
ち 、
三
O
a

程
度
以

上
の
区
画
に
整
備
済
み
の
面
積
は
六
八・
七
%
ご
六
O
万
凶)

と=一
分
の
二
と
なっ
て
い
る
が 、
担
い
手へ
の
農
地
の
集
積・
集

約
化
や
生
産コ
ス
ト

の
削
減
に
特
に
資
す
る
と
さ
れ
る
五
O
a
以

上
の
区
画
に
整
備
済
み
の
面
積
は一
二・
三
%
(
二
九
万
h)
と

八
分
の一
に
す
ぎ
ず 、
一
加
以
上
の
大
区
画
に
整
備
済
み
の
面
積

は
僅
か
六・
三
%
(一
五
万
h)
で
し
か
な
い 。
ま
た 、
自
給
率

農
研
機
構
の
基
盤
強
化
に
よ
る
技
術
開
発
力
の
向
上
と 、
そ
れ
を

起
点
と
し
た
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
の
普
及
を
目
指
す
も
の
で
あ

り 、
ω
は
輸
出
拡
大
余
地
の
大
き
い
現
地
系
商
流
の
獲
得
を
目
指

す
も
の
で
あ
り 、
ポ
イ
ン
ト

は
ω
と
ω仁
あ
る
と
考
え
る 。
そ
こ

で
本
稿で
は 、
こ
の
ωと
ω
を
中
心
に
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
た

各
論
に
入
る
前
に
予
算
確
保
の
問
題
に
つ
い
て
最
初
に
触
れ
て

お
き
た
い 。
こ
の
財
源
を
ど
こ
に
求
め
る
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
が

あ
る 。
令
和
八
年
度
当
初
予
算
四
九
四
億
円
に
対
し 、
令
和
七
年

度
補
正
予
算
は
二 、
四一
O
億
円
と
補
正
予
算
頼
み
で
あ
りω 、

ま
た 、
JR
A
か
ら
四
年
間
に
わ
たっ
て
二
五
O
億
円 、
計一 、

0
0
0
億
円
も
拠
出
を
受
け
る
こ
と
で
何
と
か
対
応
し
て
い
る 。

当
初
の
五
年
間
に
区
切っ
た
特
別
措
置で
予
算
を
確
保
し 、
公
共

事
業
と
し
て
都
道
府
県・
市
町
村
の
主
出
を
求
め
る
と
と
も
に
地

一一 16一一

向
上
の
た
め
に
必
要
な
麦や
大
豆
作
に
とっ
て
重
要
な
暗
渠
排
水

の
設
置
等
に
よ
る
汎
用
化
が
行
わ
れ
た
面
積
は
四
七・
七
%
(一

一
一
万
凶)
と
半
分に
と
ど
まっ
て
い
る 。

(
大
区
画
化
の
効
果

|農
地
集
積
の
進
展
と
麦
・
大
豆
作
の
拡
大)

次
世
代
を
視
野
に一
h
以
上
の
大
区
画
化
整
備
を
推
進
し
て
い

こ
う
と
い
う
目
標は
意
欲
的
で
あ
り 、
早
晩
求
め
ら
れ
る
課
題
を

見
越
し
て
の
取
り
組
み
で
あ
る 。
実
際
の
と
こ
ろ 、
圃
場
整
備
の

実
施
は
担
い
手へ
の
農
地
集
積
率
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る 。
図

1
は 、
横
軸
に
農
地
整
備
率
(
田
に
つ
い
て
は
三
O
a

程
度
以
上

区
画
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の 、
畑
に
つ
い
て
は
区
画
の
形
状が
方

形
に
整
備
さ
れ
た
も
の
の
割
合)
を 、
縦
軸
に
担
い
手へ
の
農
地

集
積
率
(
農
地
中
間
管
理
機
構
の
実
績
に
基
づ
く)
を
取
り 、
都

道
府
県
別
に
プロ
ッ
ト
し
た
も
の
だ
がω 、
農
地
整
備
率
が
高
い

都
道
府
県
ほ
ど
担
い
手へ
の
農
地
集
積
率
が
高
ま
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
分
か
る 。
ま
た 、
担
い
手
が
農
地
を
受
け
ら
れ
な
い
理
由

と
し
て
「
農
地
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
(
五
六
%)」
「
農
地
が
未

整
備
で
あ
る
こ
と
(
四
七
%)」
を
あ
げ
る
割
合
が
高
くω 、
ま

す
ま
す
少
な
く
な
る
担
い
手
に
離
農
者
の
農
地
を
引
き
受
け
て
も

らっ
て
農
地
を
守っ
て
い
く
た
め
に
は
圃
場
整
備
は
必
要
不
可
欠

と
い
う
こ
と
で
あ
る 。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
大
区
画
圃
場
整
備
を

農
業
構
造
転
換
対
策
の
柱
と
す
る
こ
と
に
異
存
は
な
い
し 、
推
進

す
るべ
き
目
標
で
あ
る
と
考
え
る 。
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し
か
し
な
が
ら 、
圃
場
整
備
実
施
後に
ど
の
よ
う
な
営
農
体
制を

実
現
し
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う
点
で
は
課
題
が
残
さ
れ
て
い

ヲ。 。図
2
は 、
横
軸に
農
地
整
備
の
整
備
水
準
を、
縦
軸
に
麦
と
大

豆
の
作
付
率を
取
り 、
北
海
道
と
沖
縄
県を
除
く
全
国
の
市
町
村

に
つ
い
て
集
計
し
た
結
果を
示
し
た
も
の
だ
がω 、
農
地
が
整
備

さ
れ
て
い
る
市
町
村
ほ
ど
麦
・

大
豆
の
作
付
率
が
高
く
な
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
分
か
る 。
農
地
が
整
備
さ
れ
て
い
る
市
町
村
ほ
ど

麦
・

大
豆
な
ど
の
転
作
作
物
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る 。
特に
整
備
水
準
が
八
割
以
上
の
と
こ
ろ
で
は
二
割
前
後

が
麦
と
大
豆
の
作
付
け
と
なっ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る 。
ま

た 、
『
令
和
六
年
度
食
料
・

農
業
・

農朴
白
書』
で
も一
加
区
画

の
圃
場
整
備
と
汎
用化に
よっ
て一
一
C
M
規
模
の
大
規
模
水
田

作
経
営
が
水
稲
・

麦
・

大
豆
の
二
年
三
作を
実
現
し
て
い
る
事
例

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
(一
七
八
頁) 。

(
麦
・
大
豆
作
の
梯
子
は
外
さ
れ
な
い
か
|

水
活
廃
止
の
衝
撃)

こ
れ
が
大
区
画
圃
場
整
備
後に
目
指
すべ
き
水
田
利
用
だ
と
す

る
と 、
鍵を
握っ
て
い
る
の
は
麦
・

大
豆
の
導
入
が
担
い
手
の
経

営安
定に
繋
が
る
か
ど
う
か
で
あ
る 。
懸
念
さ
れ
る
の
が
水
田
政

策
の
見
直
し
で
あ
り 、
水田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
(
以
下 、

水
活
と
す
る)
の
廃
止
で
あ
る 。
こ
の
水
活
の
廃
止
は
麦
・

大
豆

作
の
経
営
収
支に
とっ
て
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る 。

図
3
は
「
令
和
八
年
度
経
常
所
付
安
定
対
策
の
概
要」
のパ

一一18一一

，. 
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一一一' 農業構造転換集中対策の検討ー農地の大区画化と共同利用施設の再編集約・合理化を中心に一

ン
フ
レッ
ト切
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が 、
米
価
の
高
騰
に

よっ
て
主
食
用
米に
比べ
て
小
麦
と
大
豆
の
所
得
面
で
の
有
利
性

は
大
き
く
失
わ
れ
て
い
る
が 、
そ
こ
に
「
戦
略
作
物
助
成」
と
し

て
計
上
さ
れ
て
い
る
水
活三
五 、
0
0
0
円
/一
O
a
が
消
滅
し

て
し
ま
う
と 、
小
麦
の
所
得
は一
八 、
0
0
0
円
/一
O
a 、

大

豆
の
所
得
は一
九 、
0
0
0
円
/一
O
a
と
なっ
て
し
ま
う 。
こ

れ
は
麦・
大
豆
作
の
経
営
は
成
り
立
た
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す

る 。
も
ち
ろ
ん 、
水
活
の
予
算
は
作
物ご
と
の
生
産
性
向
上
の
た

め
に
転
用
さ
れ
る
こ
と
に
なっ
て
お
り 、
単
収
に
応
じ
た
面
積
払

い
を
行
う
と
い
う
案
が
示
さ
れ
た
が 、
肝
心
の
金
額
は
確
定
し
て

お
ら
ず 、
生
産
者
は
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
いω 。
ま
た 、
圃

場
整
備
事
業
は
整
備
後
に
要
件
が
課
さ
れ
て
お
り 、
全
面
的
に
水

稲
を
作
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
制
度
的
な
不
整
合
と
い

う
問
題
も
存
在
し
て
い
る 。

農
地
の
大
区
画
化
は
方
向
性
と
し
て
間
違っ
て
い
な
い
の
だ

が 、
そ
れ
以
外
の
関
連
す
る
政
策
と
の
調
整
が
今
後
の
課
題
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。

(
自
力
畦
畔
除
去
に
よ
る
大
区
画
化
の
支
援)

こ
の
間
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
の
が
「
大
区
画

化
等
加
速
支
援
事
業」
だ
と
考
え
ら
れ
る 。
同
事
業
は 、
法
人
等

の
農
業
者
が
自
ら
行
う 、
畦
畔
除
去
に
よ
る
区
画
拡
大
や
暗
渠
排

水
当
の
簡
易
な
基
盤
整
備
を
定
額
で
支
援
す
る
も
の
で
あ
る 。
定

額上
限
は 、
区
画
拡
大
が
七
O 、
0
0
0
円
/一
O
a 、
畦
畔
除

農業構造転換集中対策の検討一農地の大区画化と共同利用施設の再編集約・合理化を中心に一 一一一ー

で 、
そ
れ
と
は
違
う
基
盤
整
備
の
方
法
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る。

3 .
共
同利
用施設
の
再編
集
約
化・
合理化
の
課
題

共
同
利
用
施
設
の
再
編
集
約
化・
合
理
化
は 、
①
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
共
同
利
用
施
設
及
び
卸
売
市
場
等
に
つ
い
て 、
生
産
性

の
向
上 、
物
流
の
効
率
化
を
図
る
こ
と 、
②
食
肉・
食
鳥
処
理
施

設 、
家
畜
市
場 、
レ
ン
ダ
リ
ン
グ
施
設 、
乳
製
品
加
工
基
幹
施
設

等
に
つ
い
て 、
流
通
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る 。
特
に
JA
系
統
が
運
営
す
る
施
設
の
七
割
が
地
区二一
O
年
以

上
と
耐
周
年
数
を
超
え
て
お
りω 、
そ
の
更
新
が
喫
緊
の
課
題
と

なっ
て
い
る 。

(
地
財
措
置
等
で
の
地
元
負
担
軽
減 、
既
存
施
設
の
再
編
集
約
が

課
題)予

算
措
置と
し
て
は 、
農
産
施
設
は
国
五
O
%
負
担
に
都
道
府

県
の
五
%
負
担
が
あ
る
と
国
が
五
%
上
乗
せ
負
担 、
地
元
負
担
四

O
% 、
畜
産
施
設
は
国
五
O
%
負
担 、
地
元
四
O
%
負
担
で
あっ

た
の
が 、
構
造
転
換
集
中
対
策
の
五
年
間
に
つ
い
て
は 、
農
産
施

設・
畜
産
施
設
と
も
に
国
五
O
%
負
担
に
都
道
府
県・
市
町
村
の

八・
三
%
の
負
担
が
あ
る
と
国
が
八・
三
%
上
乗
せ
負
担 、
地
元

負
担
三
三・一二
%
と
三
分
の一
負
担
で
実
施
で
き
る
よ
う
なっ
た

点
が
大
き
い 。
ま
た 、
都
道
府
県・
市
町
村
の
地
方
財
政
措
置
と

し
て 、
年
度
内
だ
け
で
な
く
翌
年
度
に
つ
い
て
も
地
方債
の
充
当

去
が
四
O 、
0
0
0
円
/一
O
O
m 、
暗
渠
排
水
が一
八
O 、
0

0
0
円
/一
O
a
な
ど
と
なっ
て
お
り 、
担い
手
に
面
的
な
集
積

を
図
る
場
合
は一
・

二
倍
ま
で 、
一
加
以
上
に
大
区
固
化
す
る
場

合
は一
・

三
二
倍
ま
で
引
き
上
げ
る
と
さ
れ
て
い
るω 。
調
査・

調
整
活
動
に
あ
た
る
組
織
と
し
て
大
区
画
化
等
推
進
協
議
会
を
設

置
し 、
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
機
動
的
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
点
が
工
夫
で
あ
る 。
畦
畔
除
去
に
よ
る
圃
場
の
大
区
画
化

は 、
滋
賀
県
を
代
表
す
る
大
規
模
水
田
作
経
営
で
あ
る
フ
クハ
ラ

フ
ァ
ー

ム
が
早
く
か
ら
実
施
し
て
効
果
を
あ
げ
て
お
りω 、
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
る 。
大
規
模

借
地
経
営
が
展
開
す
る
平
坦
水
田
地
帯で
は 、
彼
ら
の
規
模
拡
大

余
力
を
伸
ば
す
よ
う
な
支
援を
行
う
だ
けで
ー

そ
の
多
く
は
麦・

大
豆
作
面
積
が
大
き
く 、
水
活
の
廃
止
に
見
合
う
だ
け
の
助
成
金

の
交
付
が
経
営
の安
定
に
とっ
て
不
可
欠で
あ
る
| 、

農
業
構
造

の
転
換
は
進
ん
で
い
く
と
考
え
ら
れ
る 。

た
だ
し 、
そ
れ
以
外
の
地
域 、
特
に
中
山
間
地
域
で
は 、
こ
こ

で
検
討
し
た
よ
う
な
仕
組
み
が
機
能
す
る
状
況
に
は
な
い 。
中
山

間
地
域
に
対
し
て
は
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
単
価
引
き

上
げ
な
ど
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
が 、
現
時
点
で
は
ま
だ

具
体
的
な
提
案
は
さ
れ
て
い
な
い 。
ま
た 、『
圃
場
整
備
と
の
関
係

で
い
え
ば 、
確
か
に
中
山
間
地
域
農
業
農
村
総
合
整
備
事
業
は
用

意
さ
れ
て
は
い
る
が 、
傾
斜
地
で
圃
場
を
大
き
く
取
ろ
う
と
す
る

と
畦
畔
が
大
き
く
なっ
て
草
刈
り
の
負
担
が
増
すこ
と
に
な
る
の

一-2 0 ーー

A以 ~

本
を .
0
0
%
と
し 、
基
準
財
政
需
要
額へ
の
参
入
率
も
都
道
府

県・
市
町
村
と
も
に
五
O
%
と
なっ
た
点
も
大
き
いω 。
事
業
実

施
に
手
が
挙
が
る
よ
う
に
地
元
負
担
を
減
じ
る
措
置が
講
じ
ら
れ

る
こ
と
に
なっ
た 。

課
題
は
既
存
の
施
設
の
再
編
集
約
の
実
現
で
あ
る 。
特
に
食

肉・
食
鳥
処
理
施
設
や
家
畜
市
場
に
つ
い
て
は
事
業
費
の
関
係
か

らハ
ー
ド
ル
は
高
く 、
ま
た 、
県
内
に
当
該
畜
種
の
施
設
が
存
在

し
て
い
な
い
ケ
l

ス
が
あ
る
こ
と
が
有
識
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

るω。
(
産
地
の
再
編
集
約
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

ーハ
I
ド
事
業
先
行
で
は
成
果
は
上
が
ら
な
い)

施
設
の
再
編
集
約は
産
地
の
再
編
集
約を
意
味
し
て
い
る 。
こ

の
点
に
つ
い
て
の
生
産
者
の
合
意
形
成
が
実
現
し
な
け
れ
ば
事
業

に
着
手
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 。
原
材
料
費・
資
材
費・
人
件
費

の
高
騰
に
よっ
て
建
設
費
が
急
騰
し
て
い
る
た
め 、
生
産
者
の
高

齢
化
が
進
み 、
営
農
意
欲
が
衰
え
て
い
る
よ
う
な
産
地
で
は 、
事

業
費
の
三
分
の一
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
生
産
者
の
合
意
を
取

り
付
け
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る 。
産
地
振
興
の
た
め
の
長
期

的
な
戦
略
の
構
築
と
い
う
裏
付
け
が
あっ
て
は
じ
め
て
事
業に
手

が
挙
が
る
の
だ
が 、
こ
れ
を一
か
ら
始
め
て
短
期
間
で
実
現
す
る

こ
と
は
極
め
てハ
ー
ド
ル
が
高い 。
ハ
ー
ド

事
業
先
行
型
で
は
思

う
よ
う
な
実
績
は
上
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
るω 。

(
園
芸
産
地
は
農
業
構
造
転
換
と
は
遣
う
路
線
を
目
指
すべ
き)

一一21一一
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し
か
し、
こ
の
共
同
利
用
施
設
は
産
地
振
興に
とっ
て
不
可
欠

な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い 。
最
近
の
日
本
農
業
賞を
受

賞
し
た
産
地
で
は 、
JA

会
津
ょ
っ
ば
の
か
す
み
草
部
会
は
二
O

O
四
年に
「
雪
室」
と
呼
ば
れ
る
集
出
荷
貯
蔵
施
設を
建
設
す
る

こ
と
で
「パ
ー

フェ
ク
トコ
ー

ル
ド
チェ
ー
ン
体
制」
を
実
現
し

て
い
る
し、
JA

伊
豆
の
国
革
委
員
会
も
二
O
O
五
年に
パ
ッ

ケ

ー
ジ
セ
ン
タ
ー

を
建
設
す
る
こ
と
でパ
ッ

ク
詰
めに
か
か
る
生
産

者
の
労
力
の
軽
減を
図
り 、
生
産
者
は
栽
培に
専
念
で
き
る
よ
う

に
なっ
た
こ
と
で
品
質
と
収
量
が
安
定化
す
る
と
い
う
成
果
を
あ

げ
て
い
る 。
特に
選
果
施
設
は 、

中
小
規
模
の
生
産
者
の
負
担を

減
ら
し、
彼
ら
の
生
産を
下
支
え
す
る
と
い
う
機
能を
果
た
し
て

お
り 、
こ
の
点
は
もっ
と
評
価
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

よμ
規
模
拡
大H
農
業
構
造
転
換
と
い
う
路
線に
な
じ
ま
な
い
園
芸

作
経
営、
施
設
園
芸
経
営
は
新
規
就
農
者
の
育
成・
確
保
が
重
要

で
あ
り 、
既
存
の
共
同
利
用
施
設
の
更
新
が
図
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
十
分
な
よ
うに
思
う 。
減
少
し
て
い
く
担
い
手
の
す
そ
野を
広

げ 、
生
産
者
の
数を
維
持
す
る
方
が
重
要
な
の
で
あ
る 。
地
域
計

画
で
は
兼
業
農
家
や
半
農
半
X
も
「
農
業を
担
う
者」
と
し
て
位

置づ
け
た
と
い
う
原
点に
立
ち
戻
る
必
要
が
あ
る 。

(
改
正
食
糧
法
に
お
け
る
民
間
備
蓄
と
の
関
係
は)

改
正
食
糧
法
で
は
「
大
規
模
な
米
穀
の
出
荷
又
は
販
売
を
行
う

事
業
者に
対
す
る
二疋
量
の
米
穀
の
在
庫
の
常
時
保
有」
を義
務

農業構造転換集中対策の検討一農地の大区画化と共同利用施設の再編集約・合理化を中心に一一一一ー

こ
と
が
で
き
る 。
そ
の
た
め
の
附
川
な
取り
除
く
た
め
の
民
地
の

大
区
画化
で
あ
り 、
民
地パ
ン
ク
を
通
じ
た
農
地
の
面
的
な
集
約

化
と
い
う
構
図に
なっ
て
い
る 。

し
か
し、
こ
の
路
線に
は
限
界
が
み
え
て
き
て
い
る 。
表
は 、

前
回
のセ
ン
サ
ス
か
ら
今
回
のセ
ン
サ
ス
の
聞に
二
O
M
未
満
層

、が
失っ
た
経
営
耕
地
面
積に
対
し
て 、
同
じ
く
前
回
の
セ
ン
サ
ス

か
ら
今
回
のセ
ン
サ
ス
の
間に
二
o
h
以
上
層
が
増
加
さ
せ
た
経

営
耕
地
面
積
の
割合
(
こ
こ
で
は
そ
れを
「
二
o
h
以
上
層
の
経

営
耕
地
面
積
カパ
l

率」
と
呼
ぶ)
を
示
し
た
も
の
で
あ
る 。
例

え
ば 、
二
O一
O
年
のそ
れ
は 、
二
O
O
五
年
か
ら
二
O一
O
年

に
か
け
て
二
O
M
未
満
層
が
失っ
た
経
営
耕
地
面
積
に
対
し
て 、

同
じ
期
間に
二
O
M
以
上
層
が
増
加
さ
せ
た
経
営
耕
地
面
積
の
割

合
を
示
す
も
の
で
あ
り 、
表
で
の
全
国
の
数
字
は
七
八
%
と
なっ

て
い
る 。
下
層
の
離
農に
よっ
て
供
給
さ
れ
る
農
地
の
ど
れ
く
ら

い
が
上
層に
引
き
継
が
れ
て
い
る
か
を
示
す
便
宜
的
な
指
標
だ
と

考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う 。

表か
ら
分
か
る
の
は 、
二
O
O
五
年
か
ら
二
O一
O
年
に
か
け

て
は 、
規
模
要
件を
課
し
た
旧
品
目
横
断
的
経
営安
定
対
策へ
の

対
応
と
し
て
全
国
的に
集
落
営
農
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
反
映

し、
こ
の
指
標
は
全
国七
八
% 、
都
府
県
七
五
%
と
比
較
的
高
い

値
と
なっ
て
い
た
(
下
層
が
供
給
す
る
農
地
の
四
分
の三
が
上
層

に
よっ
て
引
き
継
が
れ
て
い
た)
が 、
そ
の
後
は
大
き
く
低
下
し

た
状
態
が
続い
て
い
る 。
都
府
県
は
三
五
%
か
ら
三
九
%
と
僅
か

付
け
る
こ
とに
な
る
が 、
こ
れに
JA

系
統
が
該
当
す
る
場合、

「
政
府
は 、
民
間
備
蓄
事
業
者に
対
し、
米
穀
の
常
時
保
有
が
円

滑に
行
わ
れ
る
よ
うに
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の

他
の
措
置を
講
ず
る
も
の」
と
さ
れ
て
い
る
の
で 、
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

等
は
こ
の
措
置
の
対
象
と
な
る
よ
うに
思
う 。
そ

し
て 、
農
業
構
造
転
換
集中
対
策に
よっ
て
更
新
さ
れ
た
米
穀
の

貯
蔵
施
設に
対
し
て
改
正
食
糧
法
の
財
政
上
の
措
置
が
重
な
る
こ

と
で 、
政
府
備
蓄
の
民
間
備
蓄へ
の
移
行が
進
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
とに
な
る
の
だ
ろ
う
か 。
そ
う
で
は
な
く 、
こ
れ
は
筆
者
の
全

く
の
誤
読・
誤
解
で
あ
り 、
両
者
は
無
関
係
と
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
う
か 。

い
ず
れに
し
て
も
改
正
食
糧
法
で
民
間
備
蓄
事
業
者に
在
庫
負

担
を
強
制
す
る
以
上 、
そ
のコ
ス
トに

見合
う
だ
け
の
支
援を
行

う
必
要
が
あ
る 。
ど
こ
も
在
庫
負
担
は
極
力
減
ら
し
た
い中
で 、

こ
れ
を
求
め
るに
は 、
そ
の
た
め
の
貯
蔵
倉
庫
増
設へ
の
支
援
は

不
可
欠
で
あ
り 、
そ
の
財
源
を
ど
こに
求
め
た
ら
よ
い
か
と
い
う

問
題
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
る 。

22 
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・

集
約
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担
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の
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農
業
構
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換
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に
上
昇
し
た
が 、
二
O
二
五
年に
は
再
び
三
五
%
に
戻っ
て
し
ま

っ
た 。
下
層
の
離
農に
よっ
て
供
給
さ
れ
る
農
地
の三
分
の一
強

し
か
上
層
は
カバ
ー

で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る 。
北
海
道
も二
O

一
五
年
以
降 、
こ
の
値
は
低
下
傾
向
に
あ
り 、
二
O
二
五
年に
は

二
O
M
以上
層
の
経
営
耕
地
面
積
自
体が
減
少
し
て
し
まっ
て
い

る 。求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
担
い
手へ
の
農
地
集
積・
集
約で
は
な

く 、
担い
手
の
育
成・
確
保
な
の
で
あ
る 。
農
業
構
造
転
換
集
中

対
策
そ
の
も
の
は
政
策
と
し
て
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
う

が 、
冷
静
な
現
状
分
析
を
踏
ま
え
て 、
目
指
し
た
い
方
向
を
掲
げ

る
の
で
は
な
く 、
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
向
の
再
検
討
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る 。

注ω

農
林
水
産
省
の
最
近
の
予
算
(
前
年
度
の
補
正
予
算
と
当
該
年
度
の
当

初
予
算
の
合
計)

に
占
め
る
補
正
予
算
の
割
合
は
二
五
1
二
七
%
程
度
に

の
ぼ
っ
て
お
り、

こ
れ
を
農
業
・

農
村
整
備
事
業
に
限
定
す
る
と、

関
連

事
業
を
除
い
た
当
初
予
算
が
予
算
総
額
に
占
め
る
割
合
は
五
割
強
に
と
ど

ま
っ
て
い
る。

補
正
予
算
が
確
保
で
き
な
い
と
十
分
な
生
産
基
盤
整
備
が

で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る。

農
業
農
村
整
備
事
業
の

平
成
二
二
年
度
の
当
初
予
算
が、

前
年
度
の
五、

七
七
三
億
円
か
ら
三、

五
O
O
億
円
以
上
も
減
額
さ
れ、

半
分
以
下
の
二、
一

二
九
億
円
に
な
っ

た
が、

こ
の
状
況
か
ら
回
復
を
図
る
た
め
に
補
正
予
算
で
の
措
置
が
続
い

農業構造転換集中対策の検討一農地の大区画化と共同利用施設の再編集約・合理化を中心に一 一一一ー

前
掲
注
ω、
一

二
六
以。

地
権
者
の
了
解
を
得
て
畦
畔
を
撤
去
し、

レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
を
用
い

て
圃
場
の
大
区
画
化
を
進
め
た
結
果、

八
O
O
筆
を
上
回
る
圃
場
を
三
O

O
筆
に
集
約
化
し
て
い
る。

福
原
・
藤
井
(
二
O
一

二)

を
参
照
の
こ
と。

ω

二
O
二
六
年
二
月
二
八
日
付
け
日
本
農
業
新
聞
「
共
同
施
設
七
割
耐
用

年
数
超
過

三
O
年
ぶ
り
大
更
新
時
代

産
地
一

体
の
検
討
待
っ
た
な

し」

に
よ
る
と、

現
在
稼
働
す
る
農
畜
産
物
関
連
の
共
同
利
用
施
設
五、

六
三
八
の
う
ち
三、

九
六
九
(
七
O
%)

は
築
三
O
年
以
上
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る。

帥

繰
り
返
し
に
な
る
が、

前
掲
注
ω
で
指
摘
し
た
よ
う
に、

地
方
交
付
税

が
中
央
官
庁
の
「
共
有
地」

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
は
引
き
続
い
て

い
る。

制

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
静
岡
県
立
農
林
環
境
専
門
職
大
学
名
誉
教
授
小

林
信
一

氏
か
ら
指
摘
を
受
け
た。

こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す。

帥

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
農
林
中
金
総
合
研
究
所
の
尾
高
恵
美
氏、
が
指
摘

し
て
い
る。

二
O
二
六
年
二
月
二
八
日
付
け
日
本
農
業
新
聞
「
合
意
形
成

が
鍵、

将
来
像
共
有
を」。

。0) (9) 参考文献
O
赤
井
伸
郎
・
佐
藤
主
光
・
山
下
耕
治
(
ニ
O
O
二
口
『
地
方
交
付
税
の
経
済

学』

有
斐
閣

O
安
藤
光
義
(
二
O
二
六)
「
令
和
の
米
騒
動
後
の
水
田
農
業
政
策
の
行
方」

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る。

ω

し
か
し
な
が
ら、

こ
う
し
た
地
方
交
付
税
に
対
し
て
は
「
補
助
事
業
が

過
大
と
な
る
の
も、

自
分
た
ち
の
国
庫
支
出
金
給
付
に
伴
う
地
方
の
「
裏

負
担」

へ
の
交
付
税
給
付
(
も
し
く
は
地
方
財
政
対
策
に
お
け
る
交
付
財

源)

を
見
越
し
て
い
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る。

こ
こ
で
交
付
税

が
(
そ
こ
か
ら
自
由
に
財
源
を
引
き
出
せ
る
と
い
う
意
味
で)

中
央
官
庁

の
「
共
有
地」

に
な
っ
て
い
る」
(
赤
井
ほ
か百
一
O
O一一一)
.
二

三
四
l

一

五
五)

と
い
う
批
判
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て

は五
らほ
ぃ。

こ
れ
は
内

需
拡
大
と
い
う
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
要
求
と
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
景
気
対

策
と
し
て
大
型
の
公
共
事
業
が
実
施
さ
れ
た
時
期
に
対
す
る
も
の
だ
が、

こ
の
構
造
自
体
は
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
考
え
る。

ω

農
林
水
産
省
(
二
O
二
五)
『
令
和
八
年
度

農
林
水
産
予
算
の
概
要』、

五
一

頁ロ

ω

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
(
二
O
二
五)
『
農
地
整
備
を
め

ぐ
る
事
情』、
一
一
一
頁。

同

前
掲
注
ω、
一

五
頁。

制

農
林
水
産
省
(
二
O
二
五)
『
令
和
六
年
度

書』、
一

七
九
頁。

ヴ，

-2 4ー

食
料
・

農
業
・

農
村
白

へJ

Z
G由一
\\
司
巧
当・
自由
民-
m
D-
z
h\田
町仲田恒
]肉
声
(H
O
E
E\
SH
a\
目
立
国
各\
z
q

woFOH回国一行巾FN由ω・司【同町

ω

水
田
政
策
の
見
直
し
に
関
す
る
問
題、

特
に
水
回
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
廃
止
が
及
ぼ
す
影
響
と
問
題
に
つ
い
て
は、

安
藤
(
二
O
O
六)

を
参
照
さ
れ
た
い。

谷
口
信
和
代
表
・

安
藤
光
義
・
西
川
邦
夫
編
著
『
令
和
の
米
騒
動

水
田

政
策
の
行
方
|』

筑
波
書
房、

六
九
l
八
九

O
福
原
昭
一
・
藤
井
吉
隆
(
二
O
一
二)
「
大
規
模
水
田
作
経
営
の
現
状
と
課

題
|
(
有)

フ
ク
ハ
ラ
フ
ァ
ー
ム
の
取
り
組
み」
『
農
業
経
営
研
究』

四
九

(
四)、

四
O
|
四
六
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農村と都市をむすぷ2026.6

就
農
者
を
増
や
し
必
要
な
経
営
体
数
の
維
持
を

1 .
はじめに

農
業
の
担
い
手
(
労
働)
は
生
産
要
素
と
し
て
大
事
で 、
そ
の

動
き
は
農
業
の
す
う
勢を
決
す
る 。
ヒ
ト

型ロ
ボッ
ト

を
含
め
機

械化
(
資
本)
で
そ
れ
を
補
え
る
と
いっ
て
も 、
こ
れ
ほ
どに
自

給
率
が
低
い
日
本
農
業
は 、
機
械
を
操
作
で
き
る
担
い
手
の
数を

増
や
すこ
と
が
ま
ず
は
必
要で
あ
る 。
大
規
模
経
営に
雇
わ
れ
る

者
の
数
が
増
え
る
だ
け
で
は
な
く 、

中
小
規
模
経
営
体
の
数
を
維

持
す
る
た
めに
も
担
い
手
増
加
が
必
要
で
あ
る
(
農
地
面
積
維

持
・

増
加に
貢
献) 。

大
規
模
経
営
の
数
と
規
模
が
大
き
く
な
れ
ば 、
減
少
す
る
小
規

模
経
営
の
面
積を
吸
収
で
き
る
と
主
張
す
る
向
き
も
あ
る
が 、
下

記に
み
る
よ
うに
そ
う
は
な
ら
な
い 。

二
O二
四
年
(
令
和
六
年)
度
農
業
白
書
冒
頭
の
特
集一

こ
れ
が 、
「
農
業
構
造
の
U
辿
し
(
山
宮
数
州少 、
山
齢
化
川一

行、
放
棄
地
増
加
と
いっ
た
い変
化の
ト
レ
ン
ド

が
今
後
も
杭
く
前

提
の
試
算)
に
よ
る
と 、
一
O
年
後
の
三
O
年
で
は 、
農
業
経
営

体
計
は
二
七
・

四
万
経
営
体
で 、
平
均
経
営
規
模を
乗
じ
る
と 、

一
五二
了
四
万
加
の
総
面
積に
な
る 。
こ
れ
を
三
つ
の
内
訳
で
見

る
と 、
法
人
等
団
体
経
営
体
数
二
・一

万に
三
二
・

八
加
で
六

八
・

九
万
h 、
主
業
経
営
体
は=一
・

六
万に
二
了
四
回
で
四

四
・

六
万
h 、
準
主
業
・

副
業
的
経
営
体
は一
二
・七

万に一
・

八
加
で=一
九
・一

万
h 、
に
な
る 。
合
計一
五
二
・

六
万
h
な
の

で
ほ
ぼ一
五三
了
四
万
加に
な
る 。

法
人
等
団
体
経
営
体
数
の
み
が
増
加
し 、
面
積
は
四
四
・

三
万

加
か
ら
六
八
・

九
万
回に
増
加
す
る
が 、
二
四
・

六
万
加
増
え
た

だ
け
で
あ
る 。
主
業
経
営
体
は
六
九
・

七
万
h
か
ら
四
四
・

六
万

加に
減
り 、
準
主
業
・

副
業
的
経
営
体
は
七
五
万
加
か
ら
三
九
・

一
万
加
な
の
で 、
そ
れ
ぞ
れ
の
減
少
数
二
五
・一

万
加 、
三
五
・

九
万
加
の
計六一
万
加
の
減
少に
な
る
が 、
そ
の
減
少
分
の
三
分

の一
に
該
当
す
る
分
だ
け
を
引
き
受
け
る
計
算に
な
る 。
単
収
の

増
加
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
す
れ
ば 、
法
人
等
団
体
経
営
体

数
を
さ
らに
増
や
す
だ
け
で
な
く 、
主
業
経
営
体
も
準
主
業
・

副

業
的
経
営
体
も 、
こ
れ
ほ
ど
の
減
少
で
は
な
く 、
そ
れ
な
り
の
経

営
体
数
の
維
持
・

規
模
拡
大
を
す
れ
ば 、
全
体
の
面
積を
減
ら
さ

せ
ず
自
給
率
アッ
プ
を
達
成
で
き
る 。

就農者を増やし必要な経営体数の維持を

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

堀
口
健
治

新

た
な
食
料
・

農
業
・

農
村
基
本
計
画
の
策
定」
で
は 、
図
表
・

特

1
4
(一
五
頁)
に
よ
る
と 、
土
地
利
用
型
農
業
で
は 、
二
O

年
で
経
営
体
は
五
九
・

八
万
経
営
体、
平
均
経
営
規
模
三
・二

加

だ
か
ら 、
一
九一
万
加
の
総
面
積に
な
る 。
こ
れ
を、
内
訳
の
法

人
等
団
体
経
営
体
数一
・

六
万 、
主
業
経
営
体
(
農
業
所
得
が
世

帯
所
得
の
五
割
以
上
を
占
め 、
か
つ
六
五
歳
未
満
の
世
帯
員
が
年

間
六
O
日
以
上
自
営
農
業に
従
事
す
る
個
人
農
業
経
営
体)
八
・

二
万 、
準
主
業
・

副
業
的
経
営
体
(
準
主
業
農
家
は
農
外
所
得
の

方
が
多
い
が
農
業に
六
O
日
以
上
従
事
す
る
世
帯
員
が
い
る一
副

業
的
農
家
は
農
業に
六
O
日
以
上
従
事
す
る
世
帯
員
が
い
な
い)

五
0
・

0
万
で
み
る
と 、
法
人
等
団
体
経
営
体
は
平
均
規
模
二

七
・

七
加
で
四
四
・

三
万
加 、
主
業
経
営
体
は
八
・

五
加
で
六

九
・

七
万
加 、
準
主
業
・

副
業
的
経
営
体
は一
・

五
加
で
七
五
万

hに
な
る 。
合
計
は一
八
九
万
加
で
ほ
ぼ一
九一
万
加に
な
る 。

26一一
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2 凶
新
規
就
農
者
数
の
動
向

農
水
省に
よ
る
「
就
農
形
態
別
新
規
就
農
者
数」
は 、
年
次
ご

とに
そ
の一
年
間
で
新
規に
就
農
し
た
数
を 、
男
女
別
・

年
齢
階

層
別に
示
し
て
い
る
(
表
1) 。

毎
年、
新
規
参
入
の
農
業
従
事

者
を
示
す
か
ら 、
農
業
者
の
純
増
加
数
が
分
か
る
の
で
あ
る 。

た
だ
し
毎
年
の
よ
うに
増
加
す
る
外
国
人
就
農
者
の
数
は
把
握

で
き
て
い
な
い 。
毎
年、
五
千
人
か
ら一
万
人
台
の
規
模
で
農
業

従
事
外
国
人
が
増
え
て
い
る
実
情
か
ら
い
え
ば 、
調
査
対
象
と
し

て
把
握
し
て
ほ
し
い 。
農
業セ
ン
サ
ス
は
雇
用
契
約で
雇
わ
れ
る

外
国
人
を
含
む
雇
用
者
を
把
握
す
る
よ
うに
なっ
て
い
る
が 、
し

か
し
二
O
二
五
年
セ
ン
サ
ス
も
未
だに
日
本
人
と
の合
計
の
み

で 、
外
国
人
だ
け
の
数
は
示
し
て
く
れ
な
い 。
出
入
在
留
管理
庁

の
統
計
の
在
留
資
格
の
と
こ
ろ
で
正
確に
農
業
従
事
者
数
が
分
か

る
と
いっ
て
も 、
耕
種
と
畜
産
の
区
別
の
み
で 、
ど
の
地
域
の
ど

の
農
業に
入っ
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い 。

新
規
参
入
者
数
で
も 、
外
国
人
の
参
入
が
把
握
さ
れ
て
い
る
か

は
不
明
の
よ
う
で
あ
る 。
農
業
委
員
会
で
は
新
規
就
農
の
外
国
人

の
数
は
分
か
る
は
ず
で
あ
る 。
規
模
拡
大
の
外
国
人
の
農
業
経
営

と
は
分
け
て
把
握
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る 。

表
1
は
形
態
別に
わ
か
る 。
①
新
規
自
営
農
業
就
農
者
(
農
業

従
事を
後
継
者
と
し
て
継
ぐ
経
営
者
と
い
う
人
か
ら
世
帯
員
と
し

て
参
加
す
る
と
い
う
人
ま
で 、
すべ
て
含
む
|

調
査
方
法
は 、
農

一一2 7一一
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就農者を増やし必要な経営体数の維持を

就農形態別新規就農者数表
1

単位 :人

新規自営農業
就農者

加23年r;�;�年一3年I;�;�年I;�昨r;�;�年r;�;�年
新規参入者

2022年
男女計

49歳以下 8，440 
50-59歳
60-64歳

430 

新規雇用就農者
ふ­一言一回

:::::.[..::::1 :::: 
nu
nu

 

Ru
au

 

nu
nd

 

，
，

 

nHV
マ，

1
 -
nu
nu

 

nAu
n，』
nduaq

 

m叫

6

nU

 

nu

 

-，
 
nu

 

aq

 

ω

 

aq

 

，
 
内oa斗川判no

 

，
 
ku

 

aaT

 

2021年
52，290 

590 
210 

1，160 I 4崎0
490 I 200 

340 

nu
nu

 

nd
Ru

 

qt
7'

 

，
 
ー∞

切
au『
PO

，
，

 

。d
aa『
nu
nu

 

qζ
E1M

 

aun
nU

 

，
，

 

kun
no

 

16，870115，890 
5，140 5，460 

770 700 17，990115，870 
5，350 

17 ，070 

53，740 
区分 12020年

18，380118，420 
5，880 7，300 

6，750 
19，0ω118，230116，760 

9，760 9，030 
65歳以上

る 。
経
営
開
始
資
金
は
バ
0
1
六
五
刈
が
刈
匁で
年
川
六
六
万
円

を
出
す 。
島
根
県
は
五
0
1hハ
バ
成
本
州
で
州
修
則
川
は .
作 、

支
援
額
は
移
住
者 、か
月一
二
万
円 、
県
内
在
住
者
が
月
六
万
円 、

経
営
開
始
期
間
は
最
長二
年 、
年
最
大
七
二
万
円
を
支
援
す
る 。

山
口
県
や
大
分
県
の
例
も
紹
介
さ
れ 、
市
町
村
で
も
独
自
に
五
O

歳
以
上
に
出
す
例
が
報
道
さ
れ
て
い
る 。

新
規
雇
用
者
は 、
実
家
に
戻
る
よ
り
も
雇
わ
れ
で
就
農
を
選
択

す
る
若
者
が
増
加
す
る
傾
向
を
反
映
し
た
時
期が
あっ
た
が 、
最

近
は
減
少
傾
向
に
あ
る 。
新
規
雇
用
を
希
望
す
る
も
のへ
の
支
援

を 、
よ
り
対
象
幅
を
広
げ
る
こ
と
で
増
加
傾
向
に
転
じ
さ
せ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い 。

新
規
参
入
は 、
絶
対
数
は
少
な
い
も
の
の 、
増
加
傾
向
は
維
持

し
て
い
る 。
こ
れ
こ
そ 、
経
営
体
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
も
な

る
の
で 、
支
援
措
置
は
十
分に
し
て
多
く
の
人
を
拾い
上
げ
る
方

向
を
検
討
し
て
ほ
し
い 。

そ
し
て
最
近
公
表
さ
れ
た
二
四
年
の
数
字
は 、
う
れ
し
い
こ
と

に
増
加
に
転
じ
て
い
た 。
新
規
雇
用
就
農
者
の
増
加
で
あ
る
(
千

人
弱
増
え
て一
万一
八
O
人) 。
特
に
新
規
学
卒
の
就
農
者
が
農

家
出
身 、
非
農
家
出
身と
も
に
増
え
て
い
た 。

就農者を増やし必要な経営体数の維持を

就
農

i 
金

経
営
開
始
資
金
及
び
雇
用
資
金

農
水
省
の
支
援
措
置
の
主
た
る
も
の
で
あ
る
こ
れ
ら
の
資
金

を 、
よ
り
多
く
の
人
が
対
象
に
な
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
を
期

業セ
ン
サ
ス
調
査
で
把
握
し
た
個
人
経
営
体に
対
し 、
そ
れ
か
ら

抽
出
し
て
調
査
し
推
測
す
る)
か
ら 、
②
新
規
雇
用
就
農
者
(
新

規
に
や
と
わ
れ
た
年
間
七
か
月
以
上
の
常
雇
の
数一
団
体
経
営
体

に
対
し
て
の
み
調
査 。
技
能
実
習
及
び
特
定
技
能
の
外
国
人
は
対

象
外) 、
そ
し
て
③
新
規
参
入
者(
農
業
委
員
会
等
が
把
握
す
る 、

新
た
に
土
地
や
資
金
な
ど
を
調
達
し
て
農
業
経
営
を
開
始
し
た
も

の)
ま
で 、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値が
わ
か
る
よ
う
に
なっ
て
い
る 。

表に
よ
る
と 、
二
三
年
で
は
新
規
就
農
自
営
農
業
就
農
者
は
三

O
千
人
強
(
最
大
は
六
五
歳
以
上
の一
六
千
人)
だ
が 、
常
に
就

農
者
全
体
の
中
で
トッ

プ
で
あ
る 。
親
元
で
の
就
農
者
の
数
だ

が 、
六
五
歳
以
上
が
四
九
歳
以
下
を
押
さ
え
最
大
で
あ
る 。
す
な

わ
ち
「
定
年
帰
農」
で
あ
る 。
定
年
が
伸び
て
帰
農
が
遅
く
なっ

て
き
て
い
る
が 、
最
近
の
機
械
化
の
進
展
や
健
康
寿
命
の
長
期
化

が
あ
り 、
こ
の
層
の
農
業・
農
村
に
お
け
る
重
み
は
依
然
と
し
て

大
き
い 。
他
方 、
四
九
歳
以
下
で
帰
農
す
る
人
は
早
期
退
職
で
あ

ろ
う
が 、
定
年
帰
農
と
同
様に
減
少
し
て
い
る 。
定
年
帰
農
の
年

齢
が
遅
く
な
りつ
つ
あ
る
の
で 、
帰
農
者へ
の
支
援
の
対
象
年
齢

を
よ
り
高
齢に
すべ
き
で
あ
る 。

日
本
農
業
新
聞二
六
年三
月二一
日
号
に
よ
る
と 、
農
水
省
の

補
助
が
対
象に
し
な
い
五
O
歳
以
上
の大へ
の
就
農
支
援が
地
方

自
治
体
に
広
がっ
て
い
る 。
山
形
県
は
就
農
準
備
資
金
と
経
営
開

始
資
金
を
県
独
自
で
五
O
代
以
上
に
広
げ 、
後に
述べ
る
就
農
準

備
資
金
は 、
五
O
代
が
同
額 、
六
O
代
以
上
は
半
額
を
出
し
て
い

一一28一一
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間
作
ま
で
は
こ
れ
ら
の
が
業
U
標と
し
て 、
四
O
代
以

下
の
従
事
者
を
四
O
万
人
に
す
る
(
農
業
労
働
力
は
九
O
万
人
必

要
で 、
六
O
代
以
下
で安
定
的
に
担
う
と
す
る
と
四
O
代
以
下
が

四
O
万
人
必
要
と
い
う
計
画)
こ
と
を
あ
げ 、
さ
ら
に
具体
的
な

人
数
も
併
記
す
る
K
P
I

型
の
人
員
目
標
管
理
が
あっ
た 。
そ
れ

が
二
五
年
の
概
算
要
求
で
は
四
O
代
以
下
の
農
業
従
事
者
の
拡
大

の
み
が
記
載
さ
れ
方
向
性
の
強
調
の
み
に
と
ど
まっ
て
い
る 。
達

成
が
困
難
で
人
数
を
書
く
と
未
達
が
明
ら
か
に
なっ
て
し
ま
う
か

ら
で
あ
ろ
う 。
二
六
年
は
農
業
分
野
に
お
け
る
生
産
年
齢
人口
の

う
ち 、
四
九
歳
以
下
の
シェ
ア
を
全
産
業
並
み
に
引
き
上
げ
る 、

と
い
う
表
現
に
変
わっ
て
い
る 。
数
で
は
な
く
構
造
を
目
標に
し

た 、
フロ
ー

か
ら
ス
トッ
ク
の
管
理
で
あ
る 。
説
明
は
な
い 。

年
最
大一
六
五
万
円
(
最
長二
年)
の
就
農
準
備
資
金
(
旧
農

業
次
世
代
人
材
投
資
資
金・
準
備
型)
は 、
実
家
に
戻
る
か
自
力

で
就
農 、
あ
る
い
は
雇
用
就
農
す
る
か 、
こ
れ
等
の
選
択
肢
を
持

ち
な
が
ら 、
二
年
間
の
研
修
が
可
能
な
の
で 、
生
活
費
を
得
な
が

ら
勉
強
が
で
き
る 。
こ
れ
は
日
本
独
特
の
よ
い
仕
組
み
で
あ
る 。

就
農が
義
務
だ
が 、
もっ
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
受
け
る
人
を
増
や
し

た
い 。
そ
し
て
最
長コ一
年
の
経
営
開
始
資
金一
六
五
万
円
に
う
ま

くつ
な
が
る
よ
う
に
応
援
し
た
い 。
筆
者
は
二
二
年
ま
で
日
本
農

業
経
営
大
学
校
の
校
長
だっ
た
が 、
二
年
間
の
研
修
卒
後に
就
農

す
る
に
は 、
非
農
家
出
身
の
学
生
は
卒
業
前
に
農
地
を
得
て
お
か
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就農者を増やし必要な経営体数の維持を

ね
ば
な
ら
な
い 。
正
式
な
取
得
手
続
きは
卒
業
後
四
月
以
降に
な

る
が 、
そ
の
た
め
の
農
地
取
得
の
準
備
を
し
て
お
く 。
し
か
し
新

規
就
農
者に
とっ
て 、
希
望
す
る
地
域
で
作
目に
合
う
農
地
を
事

前
に
得
る
の
は
簡
単
で
は
な
い 。
放
棄
地
の
斡
旋
が
多い
が 、
で

き
れ
ば
既
耕
地
の
方
が
望
ま
し
い 。
放
棄
地
だ
と
仮
契
約
を
結

び 、
在
学
中
に
起
こ
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
に
な
る 。

筆
者
は
「
孫
タ
i

ン」
を
学
生
に
勧
め
た 。
両
親
が
す
で
に
都

会に
住
み 、
本
人
が
探
す
に
は
祖
父
母
が
住
む
農
村が
ょ
い
と
し

た
の
で
あ
る 。
こ
の
方
式
だ
と 、
そ
の
地
域
に
知
り
合い
が
い
な

い
農
村
で
農
地
を
探
す
よ
り
は 、
地
域
の
人
か
ら
応
援
を
得
や
す

い 。
な
か
な
か
農
地
中
間
管
理
機
構
(
農
地パ
ン
ク)
か
ら
の
紹

介が
進
ま
な
い
下
で
は 、
現
実
的
な
や
り
方
で
あ
る 。

な
お 、
卒
業
後は 、
申
請
し
て
経
営
開
始
資
金
を
受
け
取
る
よ

う
に
申
請
す
る
が 、
資
金
は
基
本
的
に
生
活
費に
充
て
ら
れ
る 。

予
定
し
た
農
地
で
収
入
を
得
る
に
は一
定
の
時
間
が
か
か
る
し 、

ま
た
農
機
具
は
先
ず
は
準
備
し
た
持
参
金
で
賄いつ
し
か
な
い 。
た

め
に
経
営
と
し
て
は
自
立
が
大
変
で 、
公
的
資
金
を
借
り
入
れ
た

り
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る 。

な
お
申
請
時 、
前
年
の
家
族
の
所
得
が
六
O
O
万
円
を
超
え
る

も
の
は
申
請
資
格
が
な
い
と
なっ
て
い
る
の
で 、
親
か
ら
の
応
援

を
多
く
は
期
待
で
き
な
い 。
筆
者
は
こ
の
制
限
を
外せ
と
当
初
か

ら
言っ
て
い
る 。
だ
れ
で
も
応
募
す
る
教
育
支
援
金
は 、
所
得
の

大
き
い
世
帯
出
身
の
若
者
は
外
し
て
よ
い 。
だ
が
就
農
は 、
独
立

理
等
を
座
学
で
学び 、

--
q
H
M
川判
断
杭
川VUし
仇
川 、つ
川 、
，Hん

の判断でキュウリ栽出を実践する 日
‘
年生の教育も雇う

形
で
手
伝
う 。
独
立
後
に
は
臨
時
雇用
の
必
要
性
も
想
定
さ
れ
る

の
で 、
雇一
用
の
ト
レ
ーニ
ン
グ
も
す
る 。

研
修
後
は
用
意
さ
れ
た
園
芸
団
地
に
入
る
が 、
研
修
と
同
じ
仕

組
み
な
め
で 、
二
年
の
経
験
を
す
ぐ
実
践
で
き
る 。
一
部
の
人

は 、
研
修
し
た
施
設
で
そ
の
ま
ま 、
自
己
の
経
営
に
移
行
で
き

る 。生
活
費
は
農
水
省
の
就
農
準
備
資
金
で
賄
う 。
研
修
費
用
自
体

は
無
料
で
あ
る 。
応
募
者
は一
八
歳
以
上 、
お
お
む
ね五
O
歳
未

満
だ
が 、
意
欲
が
あ
れ
ば
そ
れ
以
上
の
人
も
採用
す
る 。
そ
れ
ら

の
人
は
農
水
省
の
資
金
の
対
象
外
な
の
で 、
JA
が
独
自
資
金
で

年
間一
二
O
万
円
を
支
援
す
る 。
な
お
就
農
者
は
全
員三
O
O
万

円
の
自
己
資
金
が
条
件
で
あ
る 。
研
修
終
了
後
は
町
内
に
あ
る
施

設
(
県 、
市
町
村
の
補
助
金
を
使い 、
農
協が
用
意
す
る)
を
割

り
当
て
ら
れ 、
一
人
前
の
農
業
者
に
な
る 。
施
設
や
農
地
は
借
り

入
れ
で 、
一
定
期
間
後 、
買い
入
れ
に
入
る 。

な
お
こ
れ
ら
の
ト
レ
ーニ
ン
グ
ファ
ー

ム
は 、
多
く
が
施
設
園

芸
や
果
樹
等
の
収
益
性
が
高い
作
物
を
相
手
に
し
て
い
る
点
が
共

通
す
る
が 、
そ
れ
で
も
現
在
の
従
事
者
に
引
き
受
け
手
が
な
く 、

新
規
就
農
者
は
収
穫
等 、
就
農
後
の
所
得が
す
ぐ
可
能
な
よ
うに

なっ
て
い
る 。

こ
の
方
式で 、

就農者を増やし必要な経営体数の維持を

新
規
就
農
者
が
着
実に
増
え
て
い
る
が 、
成
功

す
る
た
め
の
資
金
が
必
要
な
の
で
親
の
所
得
が
大
き
い
か
ら
と
い

っ
て 、
制
限
を
設
け
る
必
要
は
な
い 。

4 

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
フ
ァ
ー

ム

組みを広げる

(就農支援施設)
の
仕

最
近
は 、
ト
レ
ーニ
ン
グ
ファ
ー

ム
が
各
地
に
現
れ 、
こ
こ
に

入
る
こ
と
で
農
業
者
と
し
て
自
立
で
き
る
F事
例
が
多
く
出
て
き
て

い
る 。
こ
う
し
た
事
例
は 、
上
記
の
資
金
の
支
援
に
と
ど
ま
ら

ず 、
就
農
者
の
た
め
に
農
地
及
び
施
設
を
事
前
に
農
協
等
が
用
意

し 、
就
農
者
は
そ
れ
ら
を
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る 。

佐
賀
県
の
事
例
を
紹
介
し
よ
う
(
農
業
協
同
組
合
新
聞二
六
年

三
月
三
日
号) 。
JA
さ
が・
み
ど
り
地
区
ト
レ
ーニ
ン
グ
フ
ァ

ー
ム
(T
F)
で
あ
る 。
最
先
端
の
環
境
制
御シ
ス
テ
ム
の
施
設

で
あ
り一
七
年か
ら
始
まっ
た 。
こ
の
仕
組
み
は 、
農
協
だ
け
で

な
く 、
県 、
市
町
村 、
部
会
等
で
生
産
協
議
会
を
設
け 、
仕
組
み

を
支
え
て
い
る 。

毎年
新
規
就
農
者
を
域
外
か
ら
募
集
す
る 。
キュ
ウ
リ
で
は
今

年
新
た
に
二
四
人
が
就
農
し
た 。
T
F
設
置
前
は
栽
培
面
積
が一

二
加
だっ
た
が
こ
の
仕
組
み
で
二
三
加
に
倍
増
し 、
販
売
金
額
は

六・
七
億
円
か
ら一
六・
七
億
円へ
と
伸び
た 。
特に
こ
れ
ら
の

新
設ハ
ウ
ス
で
の
高
収
量
が
効
い
て
い
る σ

こ
こ
で
の
仕
組
み
は
二
年
制で
あ
る 。
初
年
度
は
栽
培
の
流
れ

を
実
地
研
修
す
る
ほか 、
土
壌
や
肥
料
等
の
基
礎
知
識 、
経
営
管
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の
最
大
の
.叫
凶
は 、
民
地
hkへパ
め 、
純
日
と
し
て
の
最
新
の
施

設 、
仕
組
み
を
地
必
が
叫d
仰に
川
広
し 、
そ
こ
で
研
修
し
独
立
で

き
る
こ
と
で
あ
る 。

似
た
様
な
も
の
と
し
て
は 、
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が 、
北
海

道
開
発
公
社
が
離
農
し
た
酪
農
家
の
施
設
や
農
地
を
買い
入
れ 、

希
望
者に
貸
し
付
け
る
仕
組
み
(
農
場
リ
1

ス
事
業)
が
あ
る 。

地
域
で
研
修を
受
け
た
就
農
希
望
者
だ
が 、
彼ら
に
とっ
て
既
存

経
営
の
第
三
者
継
承
と
もい
え
る 。
一
定の
年
数
後
に 、
借
入
農

場
を
買い
取
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
仕
組
み
も
新
規

就
農
者
そ
し
て
経
営
の
数
を
維
持
す
る
こ
と
に
な
る 。

産
地
生
産
基
盤パ
ワ
l

アッ
プ
事
業
や
「
強い
農
業づ
く
り
総

合
支
援
交
付
金」
で
地
元
と
連
携
し 、
農
水
省
が
補
助
金
を
出
す

仕
組
み
が
あ
る
が 、
こ
れ
は
新
規
就
農
者
を
受
け
入
れ
る
の
で
は

な
く 、
産
地パ
ワ
!

アッ
プ
の
た
め
に
計
画
を
作
り 、
大
規
模
農

業
で
の
技
術
革
新
の
た
め
の
仕
組
み
で
あ
る 。
実
施主
体
は
補
助

金
を
受
け
取
る
農
協
や
農
業
者
(
個
人・
法
人) 、
民
間
事
業
者

等
で
あ
り 、
就
農
者
を
直
接
増
や
す
た
め
の
も
の
で
は
な
い 。

最
近 、
離
農
す
る
農
家
と
参
入
し
た
い
新
規
就
農
者
の
間
に
地

域
組
織が
入
り 、
単
純
な
売
買
で
は
な
く 、
今ま
で
の
農
業
を
継

続
し
な
が
ら
第
三
者
継
承
を
行
う
こ
と
で 、
農
家
の
技
術
や
販
売

等
の
無
形
資
産
が
引
き
継
が
れ
新
規
就
農
者
の安
定
的
な
継
承
が

可
能
に
な
る
事
例
が
出
て
き
て
い
る 。
農
水
省
の
経
営
継
承・
発

展
等
支
援
事
業
等
が
そ
れ
を
支
援
す
る
が 、
こ
れ
も
新
規
就
農
者
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就農者を増やし必要な経営体数の維持を

を
増
や
し 、
結
果
と
し
て
家
族
経
営
の
継
続
に
貢
献
す
る 。

す
で
に
述べ
た
四
九
歳
以
下
を
対
象
に
す
る
就
農
準
備
資
金・

経
営
開
始
資
金
を
含
む
農
水
省
の
農
業
人
材
力
強
化
総
合
支
援
事

業
は 、
農
の
雇
用
事
業
(
雇
用
就
農
資
金)
や
経
営
発
展
支
援
な

ど
の
事
業
も
含
む
が 、
農
の
雇
用
事
業
の
支
援
金
は
雇
用
す
る
経

営
者
に
入
る
の
で 、
実
質 、
雇一
用
規
模
を
拡
大
す
る
の
に
貢
献
す

る 。
と
の
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
大
も
期
待
し
た
い 。

5.

農
業
従
事
外
国
人
の
一

層
の
受
入
れ
政
策
強
化

農
業
に
従
事
す
る
外
国
人
は
数
を
急
増
さ
せ 、
今
や
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る 。
し
か
し
政
策
対
象
と
し
て
項
目
に
あ
げ 、

予
算
も
付
け
る
よ
う
に
なっ
た
の
は
最
近
で
あ
る 。
そ
れ
ま
で
は

重
視
さ
れ
て
い
な
かっ
た 。

外
国
の
若
者
が 、
途
上
国
の
送
出
し
機
関
を
経
由
し 、
日
本
の

農
家
か
ら
の
雇
用
条
件
を
理
解
し 、
現
地
面
接
で
採
用
が
決
ま
れ

ば 、
一
定
の
日
本
語
学
習
と
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
る 。
契
約ベ

ー
ス
の一
環
で
あ
り 、
予
定
さ
れ
た
時
期
に
予
定
の
人
数
が
農
家

や
農
業
法
人
の
も
と
に
確
実
に
やっ
て
く
る 。
募
集
す
れ
ば
応
募

者
が
確
実
に
お
り 、
契
約
す
れ
ば
来
日
す
る 、
あ
て
に
で
き
る
労

働
力
で
あ
る 。
農
業
規
模
を
拡
大
し
新
し
い
作
目
や
機
械
導
入
を

計
画
す
る
と
き 、
支
え
る
確
実
な
労
働
力
に
な
る 。
外
国
人
労
働

力
の
最
大
の
強
み
で
あ
る 。

図
1
に
み
る
よ
う
に 、
毎
年一
万
人
前
後
増
え
て
い
る 。
二
五

年
農
業セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
市
川
い
(
日
本
人
と
外
川
人
の
川)

は
二
四・
二
万
人
と
公
夫
さ
れ
て
い
る
が 、
附
加
傾
向
の
常
艇
い

を
支
え
て
い
る
の
は
外
国
人
の
役
割
が
大
き
い 。
セ
ン
サ
ス
調
査

と
同
年
で
あ
る
外
国
人
従
事
者
は
図
に
よ
る
と
七
万
人
弱
な
の
で

二
四・一一
万
人
の
三
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る 。

コ
ロ
ナ
で
人
の
移
動
が
止
まっ
た
期
間
は
実
質
的
に
二
O
年
か

ら
二一
年
ま
で
だ
が 、
そ
れ
以
前
ま
で
の
増
加
が
止
ま
り 、
こ
の

間
は
入
国
も
帰
国
も
で
き
ず
数
は
停
滞
で
あっ
た 。
だ
が
コ
ロ
ナ

が
終
わっ
た
二
二
年
末
で
は
前
年
と
比べ一
・

三
万
人
も
増
え
て

い
る 。
そ
れ
以
降
も
毎
年
七
千
人
か
ら一
万
人
弱
と
増
加
は
続
い

て
い
る 。
ま
た
こ
のコ
ロ
ナ
期
間
で
質
的
な
変
化
が
起
き
た 。
コ

ロ
ナ
で
帰
国
で
き
ず 、
雇一
用
者
の
要
請
で
そ
の
ま
ま
日
本
に
残
る

だ
け
で
な
く 、
技
能
実
習
三
号
や一
九
年
か
ら
制
度
が
発
足
し
た

特
定
技
能一
号
の
在
留
者
と
し
て
残
る
こ
と
に
なっ
た 。
従
来
の

技
能
実
習
制
度
の二一
年
が
終
わっ
て
帰
国
す
る
「
回
転
型」
(一

回
の
み
の
来
日
可
能
で 、
次
は
新
し
い
人
が
来
る)
の
仕
組
み
か

ら 、
よ
り
長
く
在
日
す
る
長
期
滞
在
型
に
変
わっ
て
き
た 。
そ
し

て
在
留
資
格
が
最
長
五
年
在
日
で
き
る
特
定
技
能一
号
が
増
え
て

い
る
の
が
大
事
で
あ
る 。
技
能
実
習
で
在
日
し
て
い
る
人
の
数
は

二
四
年
末
が
最
大
で 、
そ
れ
以
降
は
停
滞
な
い
し
減
少
傾
向
に
移

る
で
あ
ろ
う 。
二
七
年
四
月
か
ら
技
能
実
習
に
代
わ
る
育
成
就
労

の
新
制
度
で
は 、
技
能
実
習
時
の
人
数
を
上
回
る
こ
と
は
な
い 。

そ
し
て
近
年
増
え
て
い
る
特
定
技
能一
号
は 、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を

就農者を増やし必要な経営体数の維持を

農業の技能実習生数及び特定技能外国人数の推移
総懸露軍 持定 枝 m�. 撚鑓器 技能漢 T1i�i 諸問叩 総数

図 1
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資料 : 出入国在留管理庁 [職種 ・ 作業別 在留資格 「技能実習j に 係 る 在留者数J (2024年1 2月 末混在) 友 ぴ 出 入
圏在留管理庁 「特定技能在留外国 人数J (2025年1 2 月 l末現在) を 基 に 農林水産省 で作成

注 : 農水省 ホ ー ム ペ ー ジ 「農業分野 に お け る 外国人材の 受 げ入 れ J (2026年 4 月 ) 。
な お 、 2025 ， 1 2の技能実 習 は 堀 口 の推計 (技能実習の総計 は わ か る の で農業の構成比 か ら 推計)
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れ
に 、
現
地
で
日
本
耐
と
けは
能
川
験
の
ホ
怖
を
し
て
現
地
で
試
験

をパ
ス
し 、
そ
れ
で
日
本
に
米
る
人
の
数
が 、
従
来
の
よ
う
に
技

能
実
習
を
終
え
特
定
技
能一
号
に
な
る
無
試
験コ
l

ス
の
人
よ
り

増
え
る
も
の
と
み
ら
れ
る 。
技
能
実
習
は
受
け
入
れ
農
家
等
が
負

担
す
る
管
理
費
用
等
の
負
担
が
大
き
く 、
ま
た
そ
の
聞
に
日
本
語

を
訓
練
し
特
定
技
能一
号
に
必
要
な
N
4
レ
ベ
ル
を
ク
リ
ア
す
る

よ
う
に
育
て
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
の
で 、
来
日
時
に
す
で
に
特

定
技
能一
号
を
パ
ス
し
て
い
る
人
を
受
け
る
仕
組
み
は
歓
迎
さ

れ 、
多
く
の
農
業
者
は
こ
の一
号
に
シ
フ
ト
し
て
い
る 。

政
府
が
新
た
に
設
定
し
た
受
入
れ
上
限
で 、
外
食
業
が
特
定
技

能一
号
の
受
入
れ
上
限
を
四
月
早々
に
充
足
し
そ
う
と
報
道
さ
れ

て
い
る
が 、
特
定
技
能一
号
の
増
加
テ
ン
ポ
が
速
い
こ
と
を
見
抜

け
な
かっ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る 。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は 、
一
号
の
最
終
年
の
五
年
時
で
は
帰

国
せ
ざ
る
を
得
な
い
が 、
最
近
特
定
技
能二
号
の
試
験
をパ
ス
し

在
日
が
無
期
限
に
更
新
で
き
る
同
二
号
(
家
族
を
す
ぐ
帯
同
で
き

る
し一
O
年
後
に
は
永
住
ピ
ザ
の
申
請
が
可
能
に
な
る)
に
な
る

人
が
多
く
で
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。
表
は
略
す
が 、
そ
の
試

験
が
毎
月
行
わ
れ 、
落
ち
て
も
受
験
料
を
払
え
ば
受
験
可
能
な
の

で
受
験
者
は
多
い 。
二
五
年
の一
月
か
ら一一一
月
ま
で
の
合
格
者

数
は
合
計
二・
七
二
五
人
お
り 、
合
格
率
は
ほ
ぼ
四
割
弱
(
耕
種

は
五
割
弱
の
畜
産
よ
り
低
い)
で
あ
る 。
だ
か
ら
毎
年
三
千
人
弱

が
日
本
に
残
る
こ
と
に
な
る 。
図
の
二
五
年一
二
月
末
の
特
定
技

一一 33一一



能
は一 、
二
号
の
合
計
だ
が 、
二
号
は
ま
だ
少
な
く
ほ
と
ん
ど
は

一
号
だ
と
し
て 、
こ
れ
を
五
で
割
れ
ば
八
千
人
弱
が
毎
年
帰
国
期

限
に
な
る 。。
そ
の
凹
割
の
三
千
人
が
二
号
と
し
て
残
り 、
五
千

人
が
帰
国
す
る
形
で
あ
る 。

ま
た
農
業
従
事
の
特
定
技
能一
号
で
二
五
年
六
月
(二一・
五
万

人)
の
県
別
人
数
は
示
さ
れ
て
い
る
(
表
は
略)
が 、
最
大
は
茨

城
県
五
千
人 、
次
い
で
北
海
道
四
千
人 、
こ
れ
に
長
野
県
三
千

人 、
熊
本
二
千
人
と
続
く
が 、
こ
れ
ら
の
道
県
合
計
で一
・

四
万

人
(
四
割)
で
あ
り 、
残
り
の
六
割
が
各
県
に
分
散
す
る 。
茨
城

県 、
北
海
道
は 、
露
地
野
菜 、
施
設
園
芸 、
そ
し
て
畜
産
が
主
に

な
る
が 、
水
田
地
帯 、が
主
の
府
県
で
は
外
国
人
は
少
な
い 。
特
に

西
日
本
や
中
山
間
で
外
国
人
は
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る 。
し
か

し
最
近
は
県
の
補
助
金
等
を
受
け 、
農
繁
期へ
の
派
遣
に
よ
る
外

国
人
投
入
や
分
散
す
る
水
田
を
集
め
て
の
作
業
受
託
等 、
外
国
人

雇
用
で
対
応
す
る
工
夫
が
始
まっ
た 。
中
山
間
地
で
は
集
落
営

農 、
農
事
組
合
法
人
等
で
対
応
し
て
き
た
が 、
担
い
手
が
高
齢
化

し
減
少
す
る
中
で 、
日
本
人
の
代
わ
り
に
外
国
人
を
雇
用
す
る
動

き
が
出
て
い
る 。
耕
作
放
棄
を
取
る
か 、
外
国
人
を
入
れ
る
か 、

そ
う
し
た
時
期
に
来
て
い
る 。

こ
れ
は
茨
城
県
が
今
で
は
特
徴
だ
が 、
水
田
地
帯
で
は
外
国
人

を
雇
用
せ
ず 、
機
械
を
活
用
で
き
る
日
本
人
を
雇
用
し
て
の
大
規

模
水
田
普
通
作
が
広
がっ
て
い
た
が 、
稲
作
オペ
レ
ー

タ
ー

の
日

r

本
人
が
建
設
業
な
ど
に
移
動
し 、
や
む
を
得
ず
外
国
人
を
訓
練
し

i l l  
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就農者を増やし必要な経営体数の維持を

れ
は
よ
く
な
い 。
出
企
れ
脱
出・
山川f
糸
川
'w
vn

悩
湖 、
ト

ラ
ク

タ
ー・

農
業
機
械
悦
作
杭
験
出
歓
迎 、
さ
ら
に
は
将
米
的
に
悶
場

管
理・
人
員
管
聞
を
担
う
人
材
を
募
集 、
と
いっ
た
条
件
を 、
た

と
え
規
模
が
小
さ
な
雇
用
型
家
族
経
営
で
も 、
一不
す
必
要
が
あ

る 。

就農者を増やしtJb、要な経営体数の維持を

日
本
人パ
l
ト
と
同
じ
よ
う
に
地
域
の
最
低
賃
金
で
雇
用
が
始

ま
る
こ
と
が
多
い
外
国
人
で
あっ
て
も 、
勤
続
年
数
で
時
給
は
上

が
り 、
技
術
や
日
本
語
の
レ
ベ
ル
等
で
手
当
て
を
付
け
る
と
こ
ろ

が
増
え
て
来
て
い
る 。
チ
ー

ム
リ
ー

ダ
ー

だ
け
で
な
く 、
農
場
長

等
の
幹
部
に
外
国
人
が
就
く
例
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
なっ
て
い

る 。。
地
域
の
中
小
企
業
と
し
て 、
農
業
も
そ
う
し
た
雇
用
条
件

を 、
日
本
人
だ
け
で
な
く 、
外
国
人
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
広
が

る
こ
と
を
期
待
し
た
い 。

Illl I 

て
ス
マ
ー
ト

農
業
の
稲
作
オペ
レ
ー

タ
ー

に
す
る
工
犬
が
始
まっ

た 。
茨
城
県
の
水
田
地
帯
に
も 、
も
と
も
と
外
国
人
が
多
い
畑
作

地
帯
と
同
様
に 、
外
国
人
が
表
れ
て
き
た 。
こ
の
方
式
を
取
り
入

れ 、
そ
う
し
た
工
夫
を
西
日
木
で
も
県
が
支
援
す
る
よ
う
に
なっ

て
く
る
と 、
外
国
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
かっ
た
中
山
間
地
に
も
外

国
の
若
者
が
現
れ
る
と
と
に
な
る 。

と
の
傾
向
が
広
が
れ
ば 、
従
来
の
畑
作
地
帯 、
施
設
園
芸
や
畜

産
地
帯
で
外
国
人
が
増
え
る
だ
け
で
な
く 、
今
ま
で
い
な
い
と
こ

ろ
に
外
国
人
が
増
え
る 。
特
定
技
能一
号
で
雇
用
し 、
ス
マ
ー
ト

農
業
に
慣
れ
さ
せ 、
大
型
特
殊
免
許
も
取
得
で
き
る
ほ
ど
に
応
援

し
た
い 。
特
定
技
能
二
号
に
な
れ
ば 、
長
く
定
住
し
て
く
れ
る
の

で
教
育
投
資
を
回
収
で
き
る 。
二
号
の
人
は一
号
の
人
を
指
導
し

チ
l

ム
リ
ー

ダ
ー

と
し
て
期
待
で
き
る o m
未
だ
に
外
国
人
を
み
な

単
純
労
働
レ
ベ
ル
と
思
い
込
ん
で
い
る
と 、
認
識
の
大
き
な
間
違

い
に
な
る 。

34 
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さ
い
ご
に

就
農
者
が
増
え
る
た
め
に
は
農
業
で
生
活
で
き
る
収
入
が
増
え

な
い
と
進
ま
な
い
し 、
ま
た
雇
用
者
が
増
え
る
た
め
に
は
地
域
で

当
た
り
前
の
給
与
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
そ
の
上

一

で 、
技
術
や
経
験
を
有
す
る
も
の
を
優
遇す
る
こ
と
が
必
要
で 、

一

農
業
で
人
を
雇
用
す
る
際
に 、
ハ
ロ
l

ワ
l

ク
な
ど
で
は
経
験
不

一

問 、
専
門
を
問
わ
ず 、
と
いっ
た
募
集
を
なす
く
見
か
け
る
が 、
こ

一

35 
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食
料
安
全
保
障

• 

食
料
政
策
関
連
予
算
の
動
向

1 .

新
た
な
食
料
安
全
保
障
観
の
確
立
を
反
映
し
た
予
算

へ
の
変
化

た食料供給体制強化対前l
が新ιに白川什として加わー

た 。
さ
ら
に 、
「
川
N -
人 .
人
が
こ
れ
を
人
F

で
き
る
状
態L

に
関
し
て
は 、
一一
間
年
度
の
I

の
4
「
適
正
な
価
格
形
成」
が
二

五
年
度
は
I

の
3
「
合
理
的
な
価
格の
形
成」
と
さ
れ 、
二
五
年

度
I

の
4

ω
「
買
物
困
難
者 、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
者
の
食

品
ア
ク
セ
ス
の
確
保」
は 、
項
目
名
は二
四
年
度
I

の
5

ω
と
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
の 、
当
該
項
目
の
「主
要
事
業
概
要」

を
見
る
と 、
二
四
年
度に
は
書
き
込ま
れ
て
い
た
食
品ロ
ス
対
策

の
記
述
が
二
五
年
度
に
は
見
当
た
ら
ず 、
こ
の
予
算
は 、
食
品ロ

ス
対
策と
食
品
ア
ク
セ
ス
対
策
の
二
兎
を
追
う
も
の
か
ら 、
食
品

ア
ク
セ
ス
対
策
に
純
化
し
て
い
く 。

以
上
の
よ
う
に 、
二
O二
五
年
度
予
算
は 、
旧
基
本
法
に
基づ

く二
四
年
度
予
算
の
項
目
構
成
を
引
き
ず
りつ
つ 、
新
基
本
法
の

食
料
安
全
保
障
観
に
即
し
て 、
「
食
料安
全
保
障」
と
い
う
用
語

を
用い 、
い
くつ
か
の
点
で
新
た
な
食
料安
全
保
障
観に
基
づ
く

取
り
組
み
内
容
を
入
れ
込
ん
だ
も
の
と
言
え
る 。

食料安全保障 ・ 食料政策関連予算の動向

補
正
予
算
に
お
け
る
「
食
料
安
全
保
障」
の
登
場

新
た
な
食
料安
全
保
障
観は 、
食
料安
定
供
給・
農
林
水
産
業

基
盤
強
化
本
部
「
食
料・
農
業・
農
村
政
策
の
新
た
な
展
開
方

向」
(一一
O
二
三
年
六
月)
の
食
料安
全
保
障
論
を
契
機
と
し
て

明
確
化
す
る 。
そ
の
た
め 、
二
三
年
度
補
正
予
算
で
も
「
食
料安

全
保
障」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る 。
補
正
予
算
は 、
二

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部

友
田
滋
夫

給
の
確
保」
と
なっ
た
が 、
二
五
年
度
と
二
六
年
度
は
二
年
連
続

で
I
「
食
料安
全
保
障
の
強
化」
と
さ
れ
た 。

ニ
の
よ
う
に 、
「安
定
供
給」
と
「安
全
保
障」
の
間
で
揺
れ

て
い
た
言
葉
が
「安
全
保
障」
に
傾
斜
じ
て
いっ
た
の
は 、
二
O

二
四
年五
月
に
成
立
し
た
新
基
本
法
に
お
い
て 、
「
食
料安
全
保

障」
が 、
「
良
質
な
食
料
が
合
理
的
な
価
格
で
安
定
的
に
供
給
さ

れ 、
か
っ 、
国
民一
人一
人
が
こ
れ
を
入
手
で
き
る
状
態」
と
規

定
さ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う 。
と
は
い
え 、
二
四
年
度
と
二
五
年
度
で

I
の
中
の
項
目
構
成
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変
わっ
て
い
ない 。

た
だ
し 、
二
O二
五
年
度
は
I

の
1

ω
②と
し
て 、
後
述
す
る

二
四
年
度
補
正
に
引
き
続
き
「
共
同
利
用
施
設
の
整
備
等」
が
新

た
な
項
目
と
し
て
加
わっ
た 。
ま
た 、
ご一
四
年
度
の
I

の
1

ω

「安
定
的
な
輸
入
の
確
保」
は
二
五
年
度
に
は
「安
定
的
な
輸
入

­

及
び
備
蓄
の
確
保」
と
さ
れ 、
そ
の
③と
し
て
「
不
測
時
に
備
え
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A以

一 ・・
'年
度 、
一 ‘
川
q
皮 、

.
k
h川
ぃ凡トL
も
に
1
1
V
の
大
項
目
で
構

成
さ
れ
る
が 、
一一一 -一
作
自民
州JI
の
l

t
食
料
安
全
保
仰
の
強
化
に

向
け
た
構
造
転
換
対
策」
が 、
一一
凶
作
度
制正
で
は
I
「
新
基
本

計
画
推
進
集
中
対
策」
に
置
き
換
わ
り 、
二
五
年
度
補
正
で
は
E

「
食
料安
全
保
障
の
強
化
の
た
め
の
重
点
対
策」
に
置
き
換
わっ

て
い
る 。
そ
の
他
の
四
大
項
目
に
つ
い
て
は 、
順
序
の
入
れ
替
え

は
あ
る
が 、
名
称は
ほ
ぼ
変
わっ
て
い
な
い 。
し
た
がっ
て 、
二

五
年
度
補
正
の
「
食
料安
全
保
障
の
強
化
の
た
め
の
重
点
対
策」

は
二
四
年
度
補
正
の
「
新
基
本
計
画
推
進
集
中
対
策」
に
相
当
す

る
も
の
で 、
そ
れ
は
ま
た
二
三
年
度
補
正
の
「
食
料安
全
保
障
の

強
化
に
向
け
た
構
造
転
換
対
策」
に
相
当
す
る
も
の
と
言
え
る 。

そ
こ
で
二
O二
三
年
度
補
正
の
I
「
食
料安
全
保
障
の
強
化
に

向
け
た
構
造
転
換
対
策」
と
二
四
年
度
補
正
の
I
「
新
基
本
計
画

推
進
集
中
対
策」
の
中
の
項
目
を
比べ
る
と 、
二
四
年
度
補
正
で

は
I

の
中
に
1
「
地
域
農
業
を
支
え
る
食
料
供
給
基
盤
の
強
化」

が
新
設
さ
れ 、
そ
の
中
に
①
「
共
同
利
用
施
設
の
再
編
集
約・
合

理
化」
と
②
「
農
地
の
大
区
画
化
等
の
基
盤
整
備」
が
置か
れ
て

い
る 。そ

し
て 、
二
O二
三
年
度
補
正
の
大
項
目
で
あっ
た
I
「
食
料

安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
構
造
転
換
対
策」
の
中
の
項
目
は 、

1
ωか
ら
3

ωに
至
る
ま
で 、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
二
四
年
度
補
正
の

I
の
2
「
食
料安
全
保
障
の
強
化に
向
け
た
構
造
転
換
対
策」
に

取
り
込
ま
れ
て
い
る 。
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向

両
者
の
違
い
は 、
二
O
二
四
年
度
補
正
に
お
い
て
I

の
2

ω

明
「
生
産
者
の
急
減
に
備
え
た
生
産
基
線
の
構
造
転
換
対
策」
の
中

時
に 、
「〈
中
山
間
地
域
等
の
振
興〉」
が
加
わっ
た
こ
と
で
あ
り 、

連
そ
の
ほ
か
は
①
②と
いっ
た
丸
数
字レベ
ル
の
項
目
の
変
化
に
と

欄
ど
ま
る 。

撤
こ
の
よ
う
に 、
二
O二
三
年
度
補
正
予
算
と
比べ
た
二
四
年
度

食
補
正
の
特
徴
は 、
「
共
同
利
用
施
設
の
再
編
集
約・
合
理
化」
と

障
「
農
地
の
大
区
画
化
等
の
基
盤
整
備」
を
冒
頭に
位
置づ
け
た
こ

錦
と
に
あ
り 、
一一
六
年
度
予
算
に
お
け
る
「
農
業
構
造
転
換
集
中
対

安
策」
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る 。
つ
ま
り 、
新
基
本
法に
基

餅
づ
い
て
二
五
年
の
新
基
本
計
画
策
定
に
向
け
て
の
議
論が
進
む
中

で 、
新
基
本
計
画
に
描か
れ
た
「
初
動
五
年
間
で
農
業
の
構
造
転

換を
集
中
的
に
推
し
進
め
る」
に
向
け
た
予
算
が 、
す
で
に
二
四

年
度
補
正
の
段
階か
ら
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る 。

二
O二
四
年
度
と
二
五
年
度
の
補
正
予
算
を
比べ
る
と 、
さ
ら

に
違
い
は
大
き
い 。
最
大
の
違
い
は 、
「
構
造
転
換」
に
関
す
る

も
の
で
あ
る 。

二
O二
四
年
度
補正
重
点
事
項
の
I
「
新
基
本
計
画
推
進
集
中

対
策」
と
二
五
年
度
補正
重
点
事
項
の
E
「
食
料安
全
保
障
の
強

化
の
た
め
の
重
点
対
策」
の
中
の
項
目
を
比
較
す
る
と 、
二
五
年

度
補正
で
は
ωと
し
て
「
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策」
が
置か
れ

た
こ
と
が
最
大
の
特
徴で
あ
る 。

そ
し
て
「
構
造
転
換」
は
こ
の
項
目
に
集
約
さ
れ 、
他
の
項
目

度予咋のIのlに l出業州出一転倒弘中川刈椛ー

た
こ
と
が
品
も
し人
さ
な
山花
化
℃
ん
ゐ “

これに伴い 、-一0 .
山一年度と二五年度の当初予郡のl

の
1
に
置
か
れ
て
い
た
「
食
料
の安
定
供
給
の
確
保
に
向
け
た
桝

造
転
換」
は 、
二
六
年
度
当
初
予
算で
は
「
食
料
の安
定
供
給」

の
部
分
と
「
構
造
転
換」
の
部
分
に
分
割
さ
れ 、
1
「
農
業
構
造

転
換
集
中
対
策」
と
2
「
食
料
の安
定
供
給
の
確
保」
が
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
項
目
と
なっ
た 。
こ
れ
は 、
新
基
本
計
画
で
「
初
動

五
年
間
で
農
業
の
構
造
転
換
を
集
中
的
に
推
し
進
め
る」
と
さ

れ 、
二
五
年
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れた
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針二
O二
五」
で
「
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
に

お
い
て 、
食
料安
全
保
障
の
確
保
や
農
業・
畜
産
業
の
生
産
基
盤

の
強
化
等
を
推
進
す
る」
と
さ
れた
こ
と
を
踏ま
え 、
食
料安
全

保
障
と
構
造
転
換
の
関
係
を
明
確
に
し
つ
つ 、
食
料安
全
保
障
の

た
め
に
構
造
転
換
を
図
る
と
い
う
論
理
が
意
識
さ
れ
た
か
ら
で
あ

ろ
う 。以

上
の
よ
う
に 、
一一
O二
三
年
度
補正・一一
四
年
度
当
初
予
算

は
旧
基
本
法・
旧
基
本
計
画
の
「
食
料
の安
定
供
給」
観に
基
づ

く
予
算で
あっ
た
が 、
一一
四
年
度
補
正・
二
五
年
度
当
初
予
算
は

移
行
期で
「
食
料安
全
保
障」
と
「
構
造
転
換」
が
混
然一
体
と

なっ
て
お
り 、
二
五
年
度
補
正・
二
六
年
度
当
初
予
算
に
至っ

て 、
「
食
料安
全
保
障」
と
そ
の
た
め
の
「
農
業
構
造
転
換
集
中

対
策」
と
い
う
関
係
が
明
確
に
整
理
さ
れ
た
と
言
え
る 。
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食料安全保障 ・ 食料政策関連予算の動向

か
ら
は
「
構
造
転
換」
と
い
う
言
葉
、が
ほ
と
ん
ど
削
除
さ
れ
る 。

た
と
え
ば
ニ
O
二
四
年
度
補
正
重
点
事
項
の
I

の
2

ω
「
過
度
な

輸
入
依
存
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
構
造
転
換
対
策」
は
二
五
年
度

補
正
で
は
H
の
ω
「
過
度
な
輸
入
依
存
か
ら
の
脱
却」
と
さ
れ

る 。
ま
た 、
二
四
年
度
補正
重
点
事
項
の
I

の
2

ω
「
生
産
者
の

急
減
に
備
え
た
生
産
基
盤
の
構
造
転
換
対
策」
も
二
五
年
度
補正

で
は
E
の
ω
「
生
産
者
の
急
減
に
備
え
た
生
産
基
盤
の
再
構
築」

と
さ
れ
る 。
同
様に 、
二
四
年
度
補正
重
点
事
項I
の
2

ω
「
国

民一
人一
人
の
食
料安
全
保
障
の
確
立
に
向
け
た
食
料シ
ス
テ
ム

の
構
造
転
換
対
策」
も
二
五
年
度
補
正
で
は
H
の
ω
「
国
民一
人

一
人
の
食
料安
全
保
障
の
確
立
に
向
け先
持
続
的
な
食
料シ
ス
テ

ム
の
構
築」
と
さ
れ
る 。

以
上
の
よ
う
に 、
二
O二
三
年
度
か
ケ
二
五
年
度
ま
で
の
補正

予
算
の
推
移
を
見
る
と 、
二
四
年
度
補正
に
お
い
て
新
基
本
計
画

策
定
に
向
け
た
変
化
が
始ま
り 、
二
五
年
度
補
正
に
お
い
て
そ
れ

が
完
成
し 、
「
食
料安
全
保
障」
と
「
構
造
転
換」
が
峻
別
さ
れ

た
と
い
え
る 。

一一 38 ーー

食
料
安
全
保
障
と
構
造
転
換
の
関
連
を
華麗
し
た
ニ
O
ニ
六
年
度

当
初
予
算

二
O二
五
年
度
と
二
六
年
度
の
当
初
予算は 、
I
「
食
料安
全

保
障
の
強
化」
を
第一
に
掲
げ
て
い
る
点
で
は
同
じで
あ
る
が 、

I
の
中
に
置か
れ
て
い
る
項
目
は
若
干
異
な
る 。
特に 、
二
六
年

2 .
農業構造転換集中対策と食料安全保障

農業構造転換集中対策の予算制

ー
し

mL3

K
判
ψ、
ヘl
似
附l

lf，rt
山

/
山
山

l
m
叩仁
川
め一
転

換
集
中
対
前l
J
以.
卜
，
能
小
川刈
加
、

lf
い-
J
川
作聞
が
牧
町
ャバ
れ

た
二
O二
五
年
度
制一山・
二
六
作
度引 l
初 ，r
判げよ 、
毛
れ
が
帥刊
行

期
に
あっ
た一一
四
年
度
補
正・
二
五
年
度
叶
初
予

昨
につ
い
て 、

よ
り
細
か
く
予
算
項
目
や
金
額 、
概
要
を
比
較
し
て
み
る 。

ま
ず 、
「
集
中
対
策」
は
衰ー
の
よ
う
に 、
当
初
予
算
総
額
四

九
四
億
円
で 、
前
年
度
比二・
O
倍
に
なっ
た 。

「
集
中
対
策」
の
中
に
は 、
①
1

④
の
項
目
が
置
か
れ
て
お

り 、
こ
れ
は
二
O二
五
年五
月
の
自
民
党
食
料安
全
保
障
強
化
本

部・
総
合
農
林
政
策
調
査
会・
農
林
部
会
合
同
会
議
の
「
農
業
構

造
転
換
集
中
対
策
の
実
施
に
向
け
た
緊
急
決
議」
に
挙
げ
ら
れ
た

四つ
の
項
目
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る 。

①
は
「
農
業
農
村
整
備
(
農
地
の
大
区
画
化
等)」
で 、
当
初

予
算
増
加
率は一
・

コ一
倍
に
と
ど
ま
る 。
内
容
的
に
も
従
来
の
農

業
農
村
整
備
関
連
事
業
を
冒
頭
に
集
約
し
た
性
格が
強い 。

こ
れ
に
対
し
て 、
③
「
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術・
新
品
種
の
開

発 、
生
産
性
向
上
に
資
す
る
農
業
機
械
の
導
入」
は
当
初
予
算
が

一
・

九
倍
に
伸
び
て
い
る 。
ま
た
④
「
施
設
整
備 、
販
路
拡
大
等

を
通
じ
た
輸
出
産
地
の
育
成」
も一
・

七
倍
に
伸
び
て
い
る 。

一
・

七
1一
・

九
倍
と
い
う
水
準
は 、
「
集
中
対
策」
予
算
の
平
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表1

億円 、 倍

C/D AlD 
D 
25年度
当初

C 
A+B 

B 
25年度
補正

農業構造転換集中対策予算の増加状況

A 
26年度
当初

lí 

11 . 9  

5 . 9  1 . 3  126 740 574 166 ①農業農村整備

15 . 2  

54 

7 . 5  

2 圃 O244 2，904 ! 2，410 494 農業構造転換集 中対策

34 嗣 O

3 司 4

1 . 9  

1 . 7  22 166 129 37 

「農林水産予算の概要J よ り 作成

川ボ
を
山
川
め
ゐ
肱
川
体
系
トー
附
川川
山

川品川J
人
いか
仰
川刷
パ
れ
℃
い
るυ

さ
ら
に、

H
の
1
川
l
m
I
パl
山
肌一
服
仙
縦
尚一
い
卯
境
整
備
が

業」

は、
-
-
u
.
t
ハ
行
問
γ
'札判
凡州
人一
れ
六
川川
け
で、

ス
マ
ー
ト
農

業
の実
ν夜ゲに必叫た川似油γ仁川インフラの幣備
を
支
援
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る け

こ
の
よ
う
に 、
ス
マ
ー
ト

農
業
関
係
予
算
は 、
単
に
「
集
中
対

策」
の
予
算
が
大
き
く
伸
び
た
だ
け
で
な
く 、
内
容
面
で
の
拡
充

を
伴
う
も
の
で
あ
り 、
食
料
安
全
保
障
上
の
ス
マ
ー
ト

農
業
の
位

置づ
け
が
格
段
に
高
まっ
た
と
言
え
る 。

「
集
中
対
策」
に
対
応
し
た
輸
出
支
援

二
O
二
六
年
度
当
初
予
算
の
重
点
事
項I
の
6
(
二
五
年
度
は

I
の
5)
「
農
産
物・
食
品
の
輸
出
の
促
進」
を
見
る
と 、
そ
の

項
目
構
成
は
両
年
度
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
も
の
の 、
内
容
は
二
六
年

度
の
方
が
拡
充
さ
れ
て
い
る 。
た
と
え
ば 、「
戦
略
的
」
と
い
う

用
語
は 、
二
五
年
度
ま
で
は
ω
の
輸
出
先
で
の
商
流
開
拓・
市
場

開
拓
の
項
目
で
使
わ
れ
て
い
た
が 、
二
六
年
度
か
ら
は
ω
「
輸
出

産
地
の
形
成・
供
給
体
制
の
強
化」
の
項
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る 。
輸
出
拡
大
を
前
提
と
し
て 、
輸
出
向
け
圏
内
生
産
体

制
の
整
備
と
海
外
市
場へ
の
効
率
的
供
給
に
重
点
が
置
か
れ 、「
戦

略
的」
対
応
の
範
囲
を
広
げ
た
と
言
え
る 。

ま
た 、
「
農
産
物・
食
品
の
輸
出
の
促
進」
の
う
ち
ω
①
「
輸

出
産
地・
事
業
者
の
育
成・
展
開」
は 、
二
O一一
四
年
度
四
四
億

食料安全保障 ・ 食料政策関連予算の動向

69 

28 

1，049 

951 

811 

897 

238 ②共同利用施設の再編集約 ・ 合理化

③ス マ ー ト 農業技術 ・ 新品種の 開発、
生産性向上 に 資 す る 農業機械の導入

④施設整備、 販路拡大等 を 通 じ た 輸 出
産地の育成

均
的
な
仲
び
と
同
程
度
で
あ
る 。

「
集
中
対
策」
に
対
応
し
た
ス
マ
ー
ト

農
業
支
援
の
拡
充

ス
マ
ー
ト

農
業
に
関
わ
る
予
算
に
つ
い
て 、
二
O
二
五
年
度
と

二
六
年
度
の
当
初
予
を
比べ
る
と 、
二
六
年
度
に
新
た
な
内
容
が

加
え
ら
れ
た
項
目
と
し
て 、
E
の
1

ω
@
「
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
体
の
育
成・
確
保」
が
あ
る 。
二
五
年
度
の
E
の
1

ω
①

「
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
育
成・
確
保」
で
は
使
わ
れ
て

い
な
かっ
た
「
ス
マ
ー
ト

農
業」
と
い
う
言
葉
が
二
六
年
度
の
同

項
目
で
は
二
度
使
わ
れ 、
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト

技
術
の
利
用
を
極
め
て
重
視
す
る
内
容
時
更
新
さ
れ
て
い
る 。

ま
た 、
二
O
二
六
年
度
H
の
2

②
「
ぷ
マ
l
ト

農
業
技
術・
革

新
的
新
品
種
の
開
発・
供
給」
に
関
し
て
は 、
二
五
年
度
E
の
2

②
で
も
ス
マ
ー
ト

農
業
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る 。
し
か

し 、
二
六
年
度
予
算
で
は
ス
マ
ー
ト

技
術
の
即
戦
力
性 、
大
規
模

性 、
ス
マ
ー
ト

技
術
に
よ
る
生
産
性
の
抜
本
的
向
上
と
いっ
た
点

が
強
調
さ
れ
る
内
容
に
変
化
し
て
い
る 。

E
の
2

③
「
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術・
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
導
入
の

加
速
化」
も 、
二
O
二
五
年
度
か
ら
ス
マ
ト
ト

農
業
に
つ
い
て
の

記
述
が
あ
る
も
の
の 、
二
五
年
度
は
「モ
デ
ル
的
な
取
組」
の
支

援
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た 。
し
か
し 、
二
六
年
度
は
「モ
デ
ル

的」
と
い
う
言
葉
が
削
除
さ
れ 、
よ
り
広
範
な
対
象
を
支
援
す
る

方
向
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
ほ
か 、
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
の
導
入
効
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h
'J1
田川一
八
八
似
川、

J、
川
内
し
れ
川
川什
14
J州
年
増
額
さ

れF(
わ
川‘

仙
川
十
LU
Jい

川
H
a川
(
1
1
t

ah
aJ1
肢
は
増
額

ヤパし
れ
f
い
ふ

，r

|

\

an
q
川‘

J-b
J1z川

U叩l
川
十
円げ
と
も

に 、
中山ゐ帆山，J門凶閉山r山 ，tけん ・\
J
川仲川山・川出削ω

形
成
を
克
服
十
ゐ
七
山
14
人
れ
f
山
川
.

州
山
内
川
J

川
似
川
仙一

の
育
成
が
意
附
さ
れ
て
い
石 川
J
れ
仁
川
l
i .

巾
山

1
川
川
川川

進
に
向
け
た
環
境
整
備」
のw I
初
予

相
川 F-
川
H
的11
ha
サ:川

が一一一一
億
円 、
二
六
年
度
が
二一
億
円
と
仲
間
し
Y
ぃ，O け

こ
の
よ
う
に 、
「
集
中
対
策」
④
に
関
連
す
る
わJ
抑
制
が
λ 、

川

に
伸
び
た
だ
け
で
な
く 、
そ
の
内
容
の
変
化
か
ら
み
て
も 、
輪
山

専
用
大
規
模
産
地
か
ら
輸
出
先
現
地
ま
で
を一
体
の
も
の
と
し
て

と
ら
え
て
合
理
的
な
サ
プ
ラ
イ
チェ
ー
ン
を
構
築
し 、
大
量
生

産・
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
り 、
品
質
面
だ
け
で
は
な
く
価
格
面
に

お
い
て
も
現
地
市
場
で
勝
ち
抜
く
と
い
う
戦
略へ
と
移
行
し
つ
つ

あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

し
か
し 、
気
候
変
動
に
よっ
て
国
内
向
け
供
給
が
不
安
定
化

し 、
輸
出
志
向
に
よっ
て
茶
葉
等
の一
部
産
品
の
園
内
向
け
供
給

が
不
足
し
て
い
る 。
ま
た 、
牛
肉
に
つ
い
て
は
和
牛
を
中
心
に
輸

出
が
順
調
に
仲
び
続
け
る一
方
で 、
国
内
需
要
は
低
迷
し 、
国
産

牛
肉
は一
般
家
庭
の
日
常
食
か
ら
遠
ざ
か
り
つ
つ
あ
る 。
「
良
質

な
食
料
が
合
理
的
な
価
格
で
安
定
的
に
供
給
さ
れ 、
か
っ 、
国
民

一
人一
人
が
こ
れ
を
入
手
で
き
る
状
態」
と
は 、
日
常
食
が
安
定

的
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
に
よっ
て
実
現
す
る
は
ず
で
あ
る 。
輸
出
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「
集
中
対
策」
に
お
け
る
共
同
利
用
施
設
再
編
予
算
の
突
出
し
た

伸
び「

集
中
対
策」
の
中
で
③
と
④
以
上
に
仲
び
て
い
る
の
は
②
の

「
共
同
利
用
施
設
の
再
編
集
約
・合

理
化」
で 、
伸
び
率
は一ニ
・

四
倍
と
なっ
て
い
る 。
ま
た
内
容
は 、
施
設
整
備
・

更
新
と
い
う

よ
り
も 、
「
再
編
集
約
・合

理
化」
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る 。

二
O
二
五
年
度
と
二
六
年
度
当
初
予
算に
つ
い
て 、
共
同
利
用

施
設に
関
す
る
重
点
事
項
の
内
容
を
比
較
す
る
と 、
以
下
の
と
お

り
で
あ
る 。

ー
の
2

ω
②
(
二
O
二
五
年
度
の
I

の
1

ω
②)
「
共
同
利
用

施
設
の
整
備
等」
は 、
二
五
年
度
予
算
で
「
老
朽化
し
た
共
同
利

用
施
設
の
再
編
集
約
・合

理
化
や
産
地
の
生
産
基
盤
強
化
を
支

援」
と
さ
れ
て
い
た
部
分
か
ら 、
二
六
年
度
予
算で
は
「
産
地
の

生
産
基
盤
強
化」
と
い
う
語
句
が
削
除
さ
れ 、
「
老
朽
化
し
た
共

同
利
用
施
設
の
再
編
集
約
・合

理
化
を
支
援」
と
なっ
た 。
ま

た 、
二
六
年
度
I

の
5

ω
「
物
流
革
新
に
向
け
た
取
組
の
推
進」

(
二
五
年
度
の
I

の
4

ω)
で
は 、
二
五
年
度
予
算
に
は
な
かっ

た
「
老
朽化
が
進
ん
で
い
る
卸
売
市
場
の
再
編
集
約
・合

理
化
等

l

の
取
組
を
支
援」
と
い
う
文
言
が
書
き
加
え
ら
れ 、
卸
売
市
場
の

食料安全保障・食料政策関連予算の動向

志
向
に
よっ
て 、
国
民
が
日
常
的に
は
食べ
な
い
農
廃
物
の
生
産

に
傾
斜
す
る
こ
と
は 、
食
料安
全
保
障
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か 。

単位 : 百万 円
26年度 当初 25年度補正 合計

米穀等生産力 強化促進事業 714 184 898 

気候変動対応等晶需要種子増産 ・ 確保緊 184 1 84 
急対策事業

健全種子生産の た め の施設整 備 50 50 

対
急激

す
な
る 支

需要
援

増 に 対 す る 種 も み等確保 に 134 134 

米穀流通円 滑化促進事業 30 200 230 

米穀等需要開拓事業 220 220 

米穀需給安定対策事業 550 2 ， 000 2 ， 550 

米粉需要創出 ・ 利用促進対策事業 2 . 000 2 ， 000 

米粉商品開発等に対 す る 支援 440 440 

米 ・ 米粉消費拡大 に 向 け た 支援 100 1 00 

米粉製品 製造能力 強化等に対 す る 支援 200 200 

米粉原料安定供給に対 す る 支援 1 ， 260 1 ， 260 I 

米穀等安定生産 ・ 需要開拓総合対策事業の予算額
食料安全保障・食料政策関連予算の動向

表2

同
一嗣
・

統
合
の
方
針が
明
示
さ
れ
た 。

主
要
事
業
概
要
で
共
同
利
用
施
設
の
整
備
支
援
予
算
額
を
見
て

も 、
全
体
で一
九 、
九
五 A一
円
万
円
か
ら一二一一一 、
七
五
二
目
万
円

へ
と
噌
撤
さ
れ
た
増
額
分
の
ほ
ぼ
すべ
て
が
再
編
集
約
・合

理
化

に
係
る
予
算
の
増
額
分
で
あ
り 、
「
老
朽
化
し
た
共
同
利
用
施
設

の
再
編
集
約
・合

理
化」
の
量
点
度
が
高
まっ
て
い
る 。

以
上
の
よ
う
に 、
共
同
利
用
施
設
予
算
は 、
人
口
減
少
に
伴
う

国
内
市
場
縮
小
対
応
と
し
て 、
再
編合
理
化
を
強
力
に
推
し
進
め

る
た
め
の
構
成
に
なっ
て
い
る
と
言
え
る 。
し
か
し
こ
う
し
た
再

編合
理
化
は 、
小
規
模
産
地
の
生
き
残
り
を
ま
す
ま
す
困
難
に
し

て
い
き 、
「
産
地
の
再
編合
理
化」
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い 。
中

山
間
地
域
等
の
小
規
模
産
地
が
再
編合
理化
さ
れ
れ
ば 、
食
料安

全
保
障
の
後
退
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る 。
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食
料
調
達
の
不
安
定
化
と
食
料
安
全
保
障

「
令
和
の
米
騒
動」
へ
の
対
応

二
O二
六
年
度
当
初
予
算
重
点
事
項
I

の
2
ω
「
米
の安
定
供

給
に
向
け
た
環
境
整
備」
は
二
六
年
度
か
ら
新
たに
設
け
ら
れ
た

項
目
で 、「
米
穀
等安
定
生
産
・

需
要
開
拓
総合
対
策
事
業」
と 、

「
米
穀
周
年
供
給
・

需
要
拡
大
支
援
事
業」
か
ら
な
る 。
そ
の
う

ち
前
者
は
二
五
年
度
当
初
予
算
に
は
な
かっ
た
も
の
で 、
二
五
年

度
補
正
か
ら
予
算
が
組
ま
れ 、
二
六
年
度
当
初
予
算
に
も
計
上
さ

れ
た 。
こ
れに
対
し
て
後
者
は
二
五
年
度
当
初
予
算
で
も
同
額
が

十一

「農林水産予算の概要J よ り 作成

計
上
さ
れ
て
い
ん 川

そ
こ
で 、
利
f
γ
州
l

h
/
!
日r lyh
バ1
1
3川・
J1山砂 、
附
拓

総合
対
策
事
業し
の
山
川41
小111
/山
ん
宗一
7
1h

山
六

か
ら
わ
か
る
よ
うに
ぺ
米
知
MPJ~V
I
1-川・
十山小s
川
仏
トh
l
川
小

事
業」
は 、
「
流
通
円
滑
化」
や

1
小山砂
川
川ー
-川
L B

十
|

川

力
強
化」
と
「
需
給
安
定」
に
章一
点
折
山い
i

いJバ

1
什
川

強化」
の
内
容と
し
て
は 、
高
温
耐
性
ゃ
なタ
山
川いけ川
川山
川
山
川

制
の
構
築 、
稲
作コ
ス
ト

削
減
や
労
働
力
不
足へ
の
刈
此
か
す
け

ら
れ
て
い
る 。

「
需
給安
定」
に
つ
い
て
は 、
米
粉
の
利
用
拡
大
と
安
定
供
給

に
向
け
た
原
料
米
複
数
年
契
約
の
取
組
支
援 、
加
工
用
米
・

新
市

場
開
拓
用
米
の安
定
供
給
の
た
め
の
供
給
力
強化
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る 。
特
に
補
正
予
算
の
大
半
は
「
米
粉
原
料安
定
供
給
に
対
す

る
支
援」
に
充て
ら
れ
て
い
る 。

ま
た 、
表2
の
「
米
粉
需
要
創
出
・

利
用
促
進
対
策
事
業」
に

は 、
二
O
二
四
年
度
補
正
に
も
二
五
年
度
補
正
と
同
額
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が 、
「
補
正
予
算
の
主
要
事
業
概
要」
に
掲
げ
ら
れ
た

「
事
業
の
内
容」
を
比べ
る
と 、
二
四
年
度
は
三
項
目
で
あっ
た

が 、
二
五
年
度
に
は
四
項
目
目
と
し
て
「
原
料
米
の安
定
供
給
に

向
け
た
棲
数
年
契
約
の
取
組
に
か
か
る
経
費
を
支
援」
す
る
こ
と

が
加
わっ
た 。

同
様
に 、
二
O二
六
年
度
当
初
予
算
I
の
2

ω
①
「
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
等」(二
五
年
度
I

の1
ω
①)
の
内
容
も 、
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食料安全保障 ・ 食料政策関連予算の動向

二
六
年
度
か
ら
酒
造
好
適
米
を
新
た
に
対
象
と
し
て
い
る 。

以
上
の
よ
う
に 、
二
O
二
四
年
度
補
正
ま
で
は
「
需
要」
の
方

に
目
を
向
け
て
い
た
が 、
「
令
和
の
米
騒
動」
と
主
食
用
米へ
の

作
付
シ
フ
ト

を
踏
ま
え 、
二
六
年
度
予
算
で
は
「
供
給」
の
面
に

も
目
を
向
け 、
加
工
原
料
米
が
不
足
す
る
こ
と
に
備
え
た 。
総
じ

て 、
「コ
メ
過
剰」
を
前
提
と
し
た
政
策
か
ら 、
「
過
剰
と
不
足
の

振
れ
幅
が
大
き
く
な
る
時
代」
へ
の
移
行
を
前
提
と
し
た
予
算
編

成
と
言
え
る 。
今
後
も
気
候
条
件
に
よ
る
作
況
変
動
が
大
き
く
な

る
傾
向
は
強
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら 、
主
食
用
米
と

そ
の
他
用
途
向
け
の
米
の
価
格
差
を一
定
範
囲
に
抑
え
る
よ
う
な

仕
組
み
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う 。

な
お 、
二
O
二
六
年
度
当
初
予
算
重
点
事
項
I

の
2

ω
①
(
二

五
年
度
の
I

の
1

ω
①)「
持
続
的
生
産
強
化
対
策
事
業」
で
も 、

二
六
年
度
は
二
五
年
度
と
比べ
て
高
温
障
害
対
策
が
格
段
に
強
調

さ
れ
て
い
る
ほ
か 、
「
養
蜂
支
援
対
策」
で
「
暑
熱
ス
ト
レ
ス」

に
言
及
し 、
「
フ
l
ド
テッ
ク
へ
の
投
資
促
進」
で
「
高
温
等」

の
環
境
変
化
を
取
り
上
げ
る
等 、
米
以
外
の
広
範
な
品
目
に
わ
た

っ
て 、
気
候
変
動
に
よ
る
食
料
供
給
の
不
安
定
化
が
意
識
さ
れ
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う 。

輸
入
農
産
物
の
調
達
先
の
多
元
化

気
候
変
動
と
と
も
に
食
料
安
全
保
障
を
脅
か
す
の
が 、
国
際
関

係
の
不
安
定
化
で
あ
る 。
二
O
二
六
年
度
当
初
予
算
重
点
事
項
I

11
1
、
1J
11J
11
hμM

ll 、
同小ハ山川 iq小川白中
υω
lいが川VH

J}1 1川rv
-l川ll
aH川・じlfth山ft山ゐ

ーがd什rH帆ht
litis
- -11F

'

l

H川
l

\
1
N
川川
k
h
H
川，J
ケ

い1
t
L

山
ω
-
U
物
川

H
H
Jl、
Jl
b
川
内-

村
山
1
{
い
ro
v
刊
の
ぬ
い川，y
HF

ド
ノ、
山
刊
wl

品川 lf
血小Iallu--tI
1

のJW|初，十切り ‘
l -川Q，山ーか --似円山内政
h'J1山川

- ‘hlい川 Jハ円以 、
.六年度が川位川山内政(んFO I
l

・ヵ
.hvl!(il--

ノ

-
山l，rmi 、--川年度 、か五億円十 :
O恥川の内数γ

犬
tzrl
' 1l
lir --

対
し
て --
K
作
山
が
六
億
円
で
あ
る 。
当
初
予
算 、
補
正
子

wr

も 、
州
制酬
に
仲
び
て
い
る
と
は
言
い
難
い 。

生
前
保
護
世
帯
数
は
二
O
一

0
年
代
後
半
以
降、

約・
h
ハ
O
H

世
帯
で
高
止
ま
り
し
た
ま
ま
で
あ
る 。
ま
た 、
フ
ー
ドパ
ン
クU

二
O
二
五
年
六
月
時
点
で
二
八
九
団
体
だ
っ
た
も
の
が
て
04

六

年
四
月
時
点
で一
三

八
団
体
へ
と
増
加
(
農
林
水
産
省
の
1
ソ
ー

ドパ
ン
ク
オ
ー

プ
ン
リ
ス
ト」

掲
載
数)
し
て
い
る 。
に
も
か
カ

わ
ら
ず 、
前
述
の
輸
出
対
策
予
算
の
伸
び
と
比べ
て
買
物
附
矧

者
・
困窮
者
対
策予
算
は桁
違
い
に
少
な
い 。
経
済
的
困窮
者の

滞
留、

食
品
ア
ク
セ
ス
困
難
者
の
増
加
に
見
合
っ
た
予
算
の
伸
び

と
は
なっ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

一
般
家
庭
の
日
常
食
に
供
さ
れ
る
食
料
品
価
格
の
上
昇
と
食
料

供
給
不
安
定
化
リ
ス
ク
の
高
ま
り
の
下 、
「
良
質
な
食
料
が
合
理

的
な
価
格
で
安
定
的
に
供
給
さ
れ 、
か
っ 、
国
民一
人一
人
が
こ

れ
を
入
手
で
き
る
状
態」
の
実
現
に
向
け
て 、
さ
ら
な
る
予
算
の

拡
充
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。

食料安全保障 ・ 食料政策関連予算の動向 一

の
2
ω
①
「
食
料
・
生
産
資
材
の
安
定
的
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
確
保」
で
は 、
当
初
予
算
額
こ
そ
変
わ
ら
な
い
も
の
の 、
補
正

予
算
が
三
億
円
か
ら
二
五
億
円へ
と
大
幅
に
増
額
さ
れ
て
い
る 。

補
正
予
算
重
点
事
項
の
内
容
と
し
て 、

町一
五
年
度
補
正H
の
ω
①

で
は 、
二
四
年
度
補
正
に
な
かっ
た
「
輸
入
元
国
転
換
に
伴
う
周

年
安
定
供
給
体
制
の
確
保」
と
い
う
内
容
が
加
わっ
た 。
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
穀
物
供
給
不
安 、
ア
メ
リ
カ
の
自
国

第一
主
義
的
な
貿
易
政
策
等
を
踏
ま
え 、
輸
入
を
少
数
の
国
に
依

存
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
を
認
識
し 、
輸
入
先
の
多
元
化
を
目
指
す

も
の
と
言
え
る
が 、
こ
れ
は
現
在
の
輸
入
依
存
体
制
の
リ
ス
ク
の

高
さ
を
物
語っ
て
い
る 。
世
界
は
「
力
に
よ
る
支
配」
の
方
向
に

行
き
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が 、
「
力
に
よ
る
支
配」
の
否
定

が
農
産
物
調
達
の
安
定
化
に
つ
な
が
る
ι
と
も
に 、
「
力
に
よ
る

支
配」
の
流
れ
に
日
本
が
乗
る
こ
と
は
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か

ら
も
望
ま
し
く
な
い
と
い
え
よ
う 。
ま
た 、
農
産
物
の
圏
内
調
達

力
を
強
め
る
こ
と
は 、
「
力
に
よ
る
支
配」
に
対
抗
す
る
上
で
も

必
要
な
こ
と
と
な
ろ
う 。
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円
滑
な
食
品
ア
ク
セ
ス
対
策
の
物
流
革
新へ
の
傾
斜

二
O
二
六
年
度
当
初
予
算
重
点
事
項
I

の
5

(
二
五
年
度
は
I

の
4)
「
円
滑
な
食
品
ア
ク
セ
ス
の
確
保」 叩
の
う
ち 、
ω
「
物
流

革
新
に
向
け
た
取
組
の
推
進」
に
係
る
補
正
予
算
を
見
る
と 、
二

四
年
度
補
正
と
比べ
て
二
五
年
度
補
正
で
は
大
幅
に
増
額
さ
れ

へ
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丸， 

編
集
後
記

米
国・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
攻
撃
か
ら一一一ヶ
月
以
上
が
経
過

し 、
現
在
は
停
戦
状
態
に
あ
る
と
は
い
え 、
依
然
と
し
て
原
油
の

流
通
が
滞っ
て
お
り 、
世
界
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
V
国
内
に
お
い
て
も
備
蓄
原
油
の
放
出
や
調
達
先
国
の
切
換

な
ど
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が 、
経
済
最
優
先
の
高
市
政

権
で
は 、
国
民へ
の
節
電
の
呼
び
か
け
な
ど 、
長
期
的
な
展
望
に

立っ
た
対
策
が
後
手
回
し
に
なっ
て
い
る
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
V
政
府
は 、
五
月
下
旬
に
よ
う
や
く
補
正
予
算
案
の
編
成
を

決
断
し
ま
し
た
が 、
防
衛
予
算
増
額
に
踏
み
切
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に

比
較
す
れ
ば 、
国
民
生
活
を
軽
視
し
て
い
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん

V
ま
た 、
米
国
政
府
は
イ
ラ
ン
攻
撃
に
要
し
た
戦
費
に
つ
い
て 、

約
二
九
O
億
ド
ル
(
約
四
兆
六
千
億
円)
と
の
見
積
も
り
を
示
し

て
い
ま
す
(
五
月一一一
日
現
在)
V一
方 、
日
本
の
二
O
二
六
年

度
政
府
予
算
は
約一一一一
一
兆
円 、
う
ち
農
林
水
産
関
係
予
算
は

五
年
度
補
正
を
含
め
て
も
約
三
兆
円
で
あ
り 、
米
国
が
イ
ラ
ン
攻

撃
に
費
や
し
た
二ヶ
月
分
の
戦
費
が
こ
れ
を
上
回っ
て
い
ま
す
V

こ
の
よ
う
な
中 、
日
本
政
府
は 、
二
七
年
度
迄
に
米
国
か
ら
ト

マ

ホ
ー

ク
ミ
サ
イ
ル
四
百
発
を
購
入
す
る
と
し
て
い
ま
す 。
し
か
し

米
国
は 、
イ
ラ
ン
攻
撃
に
よ
り
ミ
サ
イ
ル
在
庫
が
枯
渇
し
た
こ
と

を
理
由
に
納
期
の
遅
れ
を
示
唆
し
て
い
ま
す 。
自
国
の
都
合
に
よ

り
日
本
の
安
全
保
障
を
蔑
ろ
す
る
身
勝
手
さ
と 、
そ
れ
で
も
な
お

米
国
追
従
姿
勢
を
貫
く
高
市
政
権
の
無
責
任
さ
を
厳
し
く
指
摘
し

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
V
さ
て 、
今
月
号
の
特
集
は 、
「
二
O

二
六
年
度
農
林
水
産
予
算
の
特
徴
と
課
題」
と
題
し
四
名
の
編
集

委
員
か
ら
の
論
稿
を
掲
載
し
ま
し
た 。
各
執
筆
者
か
ら
は 、

ノ \

年
度
予
算
と
二
五
年
度
補
正
を
中
心に 、
構
造
転
換 、
担
い
手
対

策 、
食
料
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
農
林
水
産
予
算
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
V
政
府
は 、
国
家・
国
民
の
た
め
に
安
全
保
障

を
謡
う
の
で
あ
れ
ば 、
短
期
間
で
膨
大
な
予
算
を
浪
費
す
る
防
衛

費
の
拡
大
で
は
な
く 、
国
民
の
食
料
を
持
続
的
に
確
保
す
る
た
め

の
農
林
水
産
予
算
の
拡
充・
強
化
を
優
先
すべ
き
で
あ
り 、
現
下

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
政
策
を
早
急
に
見
直
すべ
き
で
す 。
ま
た 、

補
正
あ
り
き
の
予
算
編
成
や
「
予
備
費」
に
数
兆
円
も
の
予
算
を

計
上
す
る 、
い
び
つ
な
財
政
運
営
手
法
に
も一
石
を
投
じ
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す 。

(
岡
本)
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